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○議事日程 

   日程 第 １ 認定第 １号～認定第 ８号 那須烏山市決算の認定について 

          ※質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（青木敏久）  改めまして、おはようございます。 

 ただいま出席している議員は１４名です。 

 １５番髙田悦男議員から欠席の通知がありました。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 認定第１号～認定第８号 那須烏山市決算の認定について 

 

○議長（青木敏久）  日程第１ 認定第１号 令和６年度那須烏山市一般会計決算の認定に

ついてから、認定第８号 令和６年度那須烏山市下水道事業会計決算の認定についてまで、認

定案８件を一括して議題といたします。 

 本件については、去る９月２日の本会議において提案理由の説明及び監査委員による決算審

査結果の報告が終了しております。 

 直ちに質疑に入りますが、所管の委員会に関する事項は委員会審査において質疑されるよう

お願いいたします。 

 また、９月５日に開催された議会運営委員会の決定に基づき質疑されるよう、併せてお願い

いたします。 

 なお、総括質疑の持ち時間を質問と答弁を合わせて３０分としておりますことから、持ち時

間を超えた場合には、質疑の終了を求めますので、よろしくお願いいたします。 

 質疑、答弁は簡潔明瞭にされるよう申し添えておきます。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

 １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  皆さん、おはようございます。議席番号１番高木洋一でございます。

それでは、通告書に基づきまして、順次御質問申し上げます。よろしくお願いします。 

 まず、行財政報告書の１７２ページ、有害鳥獣捕獲実績についてです。イノシシの捕獲

１４８頭とありますが、どのような捕獲方法なのか、お伺いいたします。 

 併せて１７３ページのイノシシ巻狩りについて詳細をお伺いいたします。 

 同じく行財政報告書１９０ページ、市宿泊者数、対象となる宿泊施設についてお伺いいたし

ます。 

 行財政報告書の２０３ページ、空き家等情報バンク登録件数。空き家バンクに登録する条件

と、登録取消しになる条件についてお伺いいたします。 
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 行財政報告書、２１８ページ、すこやか相談・教育相談センター、不登校の相談状況件数が

１５件とございますが、実際の不登校は何名いらっしゃるのか、お伺いいたします。 

 また、相談状況に応じて解決している件数について、分かりましたらお願いいたします。 

 行財政報告書の２２５ページ、はたちを祝う会、出席率について、烏山地区８２.５％、南

那須地区６０.２％。２０％以上の開きがある状況についてお伺いいたします。 

 決算書の２５ページ、シルバー人材センター活動支援事業費、運営費８４６万円について詳

細をお伺いいたします。 

 決算書４３ページ、新規就農総合支援事業費、新規就農促進事業費６０万円について詳細を

お伺いいたします。 

 決算書の４８ページ、山あげ会館運営費、修繕料３６９万９,４７６円について詳細をお伺

いいたします。 

 決算書の５９ページ、すこやか表彰記念品、小学校３１万８６０円、中学校１７万

７,９１２円について詳細をお伺いいたします。 

 以上９項目についてお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  私からは２点、お答え申し上げます。 

 まず、有害鳥獣捕獲実績でございます。イノシシの捕獲、１４８頭の捕獲方法でございます

けれども、大きく２つございます。１つ目、くくりわな。２つ目箱わなでございます。 

 くくりわなにつきましては、獲物が通りそうな獣道に仕掛けたワイヤーの枠を作ったところ

に、獲物が足を踏み込むとワイヤーが足に締まり、足首などをくくりつけるということでもっ

て捕獲する方法でございます。 

 箱わなでございますが、箱型のおりの内部に餌を置いておきまして、獲物が奥に入って、踏

み板などを踏むと入り口の扉が閉まって獲物を閉じ込める仕掛けとなってございます。 

 イノシシの巻狩りでございますが、１０月上旬から１１月中旬の土日を中心といたしまして、

旧烏山町、旧南那須町の２班に分け、猟銃の所有者は全部で２４名いらっしゃいますが、そち

らの方々が猟犬と猟銃を使いながらイノシシを捕獲するというものでございます。 

 どういうものかというと、２班に分かれた方が、イノシシを四方から取り囲み、徐々に中心

部に追い込んで、最終的な捕獲をするというような、大規模な狩猟法となってございます。 

 もう１点、新規就農総合支援事業費でございます。こちらの６０万円でございますが、こち

らに関しましては、那須烏山市新規就農促進事業実施規程に基づきまして、市内に住所を有し、

１８歳以上６５歳未満で、就農し３年を経過しない者に対しまして、農業経営に必要な農業機

械、施設の購入費用の２分の１で上限５０万円を交付するものでございます。 
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 令和６年度に際しましては対象者１名、トラクター用の草刈り機、専門用語で言いますとス

ライドモアと申します。そちらと、稲箱の洗浄機の購入に対しまして５０万円、事業費としま

して１００万円を超えましたので、上限の５０万円を交付してございます。 

 加えまして、就農し３年を経過せず、親元就農者に対しまして、新規就農祝い金といたしま

して１０万円を交付。ただし２つともですけれども、国庫補助事業、農業次世代人材投資資金

を活用しないという条件を付してございますが、そちらのほうでの対応での今回の交付になっ

てございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、私からも２点お答えさせていただきます。 

 行財政報告書１９０ページの市宿泊者数の中の対象となる宿泊施設についてお問合せいただ

きました。 

 こちらは、現在営業等をしている市内にありますホテルや旅館、民宿、キャンプ場などを対

象としております。ちなみに、ホテルや旅館に区分されるものについては６か所、キャンプ場

については４か所、計１０か所の数値となってございます。 

 続きまして、山あげ会館運営費の修繕料の詳細について、お答えさせていただきます。 

 こちらの修繕料で修繕させていただきました内容ですが、空調設備に係る修繕が８８万

３,３００円となってございます。 

 それと、雨漏りがありましたので、雨漏りの調査及び修繕、そちらが１０６万７,０００円

でございます。 

 それと火災受信機の交換、こちらは老朽化による修繕になります。１５９万５,０００円で

す。 

 それともう一つが、展示室内の照明、こちらはショーケースの中になりますが、電球がもう

そろそろなくなってくると、それは蛍光灯だったものですから、そちらがなくなってくること

を見込みまして、ＬＥＤに換えさせていただきました。金額が１５万４,１７６円になってご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  菊池都市建設課長。 

○都市建設課長（菊池章夫）  私から、空き家等情報バンク登録の条件をお答えいたします。 

 登録できる物件の条件といたしましては、空き家の建物の延べ床面積がおおむね５００平方

メートル以内であること。所有者等の全員が空き家等情報バンク制度の趣旨に賛同し、物件登

録を承諾していること。法律等による売買、賃借等ができない規制が適用されていないこと。
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土地建物の境界の所有者区分が明確であり、所有者等の権利の帰属について争いがないこと。

競売に付されている物件でないこと、暴力団員が所有するものでないこと、主として不動産業

を営む者が所有するものでないこと。空き家等の建物が賃貸借を目的として建築されたもので

ないこと。空き家等の建物が老朽化または破損が著しいものでないことが条件となってござい

ます。 

 取消しに対する条件としましては、当然成約となれば、取消しということになります。その

ほか、所有者側の都合で登録が取り下げられるということはありまして、要は親族に譲ったと

か、ほかのツールを使って売買契約が成立したというところは所有者側から取消しということ

で申請が来ます。市から取消しを求めることは基本的にございません。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私から２点、お答えいたします。 

 まず、不登校の実際の人数、不登校につきましては、年間３０日以上の欠席が基準となって

おります。令和６年度の不登校児童生徒数は６７名になっております。 

 また、解決件数、こちらは相談件数の１５名のうち、解決というのは、完全解決はおりませ

ん。こちらは登校日数が増えたとか、そういった形の児童生徒数は１４名となっております。 

 続きまして、すこやか表彰記念の金額の詳細について御説明いたします。まず、小学校

３１万８６０円につきましては、記念品としてメダルを交付しておりますので、１５７個分の

メダルとなっております。 

 続きまして、中学校、１７万７,９１２円につきましては、電子辞書４台、それから図書カ

ード１枚分となっております。表彰の児童生徒数は、小学校が１６４名、中学校が５名、小学

校と購入数が違うのは在庫を利用しているということであります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  はたちを祝う会についてお答えいたします。 

 南那須地区の過去の出席率を確認しますと、令和３年度が６５.７％、令和４年度が

７７.３％、令和５年度が６１.２％、そして令和６年度が６０.２％となっておりまして、こ

こ２年の間が６０％前半と少なくなってきております。 

 一方で烏山地区については、令和３年度が８１.７％、令和４年度が７９.８％、令和５年度

が７４.７％、そして令和６年度が８２.５％と、令和６年度の出席率が若干伸びているような

状況になっておるため、偶然にも大きく差が出ている状況でございます。合併時には、両地区

とも約８５％程度の出席率はあったようなのですが、自由参加という特性上、特段欠席者への
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アプローチはしていないのですが、ライフスタイルの変化などが起因しているのではないのか

とは思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  私のほうで決算書２５ページ、シルバー人材センター活動支援

事業費、運営費８４６万円についてお答えいたします。 

 シルバー人材センターの令和６年度の経常収益の合計が８,１０２万２,３６４円となりまし

て、そのうちの８４６万円が市の補助金となっております。市からの補助金は主に職員４名分

の人件費に充てられているほか、会員就業状況等の管理をするシステムに充てられております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  答弁ありがとうございました。 

 再質問させていただきます。 

 まず、有害鳥獣捕獲実績についてなのですけれども、イノシシ巻狩りが４１日間、延べ

１６４名ということなのですけれども、捕獲数がゼロ頭なのです。ゼロ頭なのですが、令和

６年度、令和５年度両方見ましてもゼロ頭とあるのですけれども、今後も続ける予定なのか、

また、目標とする頭数などがございましたらお伺いいたします。 

 宿泊者数につきましては、対象となる宿泊施設ということで、市内の施設を伺いました。こ

れは、増減は毎年あるのか、お伺いいたします。 

 続きまして、空き家等情報バンク登録の件数についてお伺いいたしました。こちらは、答弁

のとおり、承知いたしました。 

 次に、すこやか相談・教育相談センターについてでございます。不登校数が６７名というこ

とでございました。こちらのいじめの相談件数はゼロ件とあったのですけれども、いじめによ

る不登校数はあるのか、もし分かりましたらお伺いいたします。 

 続きまして、はたちを祝う会でございます。こちらは烏山地区が前年から伸びているのに対

して南那須地区が減っているので、周知方法などが南那須地区と烏山地区で違うのかについて、

もし分かりましたらお願いいたします。 

 シルバー人材センター活動支援事業費については、承知いたしました。 

 新規就農支援事業費につきましても、承知いたしました。対象者１名ということですけれど

も、今後も引き続き新規就農の促進をお願いいたします。 

 続きまして、山あげ会館運営費について、修繕費について承知いたしました。 

 すこやか表彰記念品についてでございますけれども、小学生はメダルで、中学生が電子辞書
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等ということで、１人当たりに換算すると中学生が３万５,０００円程度になるのかと思いま

して、ただ令和５年が、中学生を人数割にすると４万３,０００円くらいになりまして、約

８,０００円１人当たり減っているので、もし分かりましたらお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 一応巻狩り、先ほども申し上げましたけれども、期間中で土日の対応ということで、毎日行

っているわけではないということも実績に反映されているのかと思います。ちなみに令和７年

度につきましても、同時期において予定してございます。 

 実績云々というのも当然あろうかと思いますけれども、今後も続けていく予定としてござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  市宿泊者数の対象となる施設の増減についてでございます。 

 こちらは、新しく例えばオープンしたですとか、あるいは廃業ですとか休止したという場合

にはもちろん増減をさせてございます。 

 今回の令和５年と令和６年が行財政報告書の中に出ておりますが、そちらは増減が偶然なか

った状態でございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  いじめによる不登校というか相談という形、現在手持ちに持

っている資料につきましては、不登校児童生徒についての把握ということがありまして、そち

らは複数いろいろ答えをいただいているのですが、いじめの被害という形で出ているのは１件

となっております。 

 そのほか、友人関係というものが１５件、これがいじめかどうかというのは少し難しい判断

となっております。 

 すこやか表彰の単価につきましては、１人当たり、電子辞書関係は４万３,９７８円となっ

ております。先ほどの図書カード１枚は、特別表彰の子がいまして、そちらに図書カード１枚

を配付しております。そのため、４名の方に電子辞書を配付しておりますので、１人当たり

４万３,９７８円となっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  塩野目生涯学習課長。 



令和７年第４回９月定例会 第５日 

－226－ 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  はたちを祝う会の周知方法は南那須地区、烏山地区ともに

同じでございます。 

○議長（青木敏久）  １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  答弁ありがとうございました。 

 有害鳥獣対策の巻狩りについては、ゼロ頭で今年も続けるということですけれども、目標を

持ってやっていただければと思います。 

 はたちを祝う会ですけれども、周知方法は一緒ということなのですが、なるべく南那須地区

のほうにも出席いただけるような形で、周知をお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（青木敏久）  ほかにございませんか。 

 ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  ２番の福田でございます。通告書に基づきまして、質問をさせていた

だきたいと思います。 

 全部で７項目ございます。全て行財政報告書からの質問とさせていただきます。 

 １つ目です。１８ページ、地方創生の推進ということで、令和７年３月に明治安田生命保険

相互会社との包括連携協定を結んだが、詳細についてお伺いをいたします。 

 続きまして、行財政報告書２０ページ、情報化の推進ということで、デジタル技術活用によ

る持続可能なまちづくりに関する連携協定の下、研修、相談会を行っているが、その詳細につ

いてお伺いをいたします。 

 続きまして３２ページ、奨学基金ということで、現行の奨学金であれば、しばらくは維持で

きると思うが、奨学基金の受入れは行っているのか、詳細についてお伺いをいたします。 

 続きまして、３７ページ、地域公共交通計画の推進でございます。計画期間５年のうち４年

が経過したが、途中経過として、当初の考え方と現状の差異はあったのかをお伺いいたします。 

 続きまして、行財政報告書１０７ページ、給付金の実施、計画どおりに確実に実施できたの

か、また、課題はあったのかをお伺いいたします。 

 続きまして、行財政報告書２０９ページ、那須烏山市教育振興ビジョンについて。計画期間

５年のうち４年が経過をしましたが、計画は順調に推移しているのかをお伺いいたします。 

 行財政報告書２２３ページ、文化財グループ、史跡烏山城跡保存活用計画の策定に当たり、

特に力を入れたところは何かを以上、お伺いいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  行財政報告書１８ページ、地方創生の推進についてお答え

します。 
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 明治安田生命相互会社様が、これまでの社会貢献活動などで培ったノウハウを本市に提供い

ただき、地域課題の解決等に活用させていただくため、令和７年３月２６日付で包括連携協定

を締結したところです。 

 具体的には、検診受診率の向上に関する健康増進や介護等に関するセミナー、子供向けの地

元Ｊリーグサッカー教室などの開催など、様々な分野で協力をいただけるよう調整したところ

でございます。何分３月に締結したものですから、具体的事例は令和６年度にては発生しなか

ったところです。 

 次に、行財政報告書２０ページ、情報化の推進につきましては、デジタル技術活用による持

続可能なまちづくりに関する連携協定を基に、市職員向けの研修会や相談会を行いました。 

 詳細でありますが、まず、研修は業務改革やＤＸに関する知識習得に向け、ＤＸの推進に必

要な人材育成を図ることを目的に研修を実施したところです。 

 次に、相談会でありますが、ＤＸよろず相談会としまして、各課における課題等を、ＤＸの

推進、業務効率化、キャッシュレスに関するなどの相談がありまして、課題解決に向けたアド

バイスをいただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私から２点お答えいたします。 

 初めに行財政報告書３２ページの奨学基金についてお答えいたします。奨学金の受入れにつ

きまして、歳入につきましては、基金の運用益と寄附金が主となっております。 

 令和６年度の運用益は、市場公募地方債の購入に対する運用益が６９万３,０００円。さら

に定期預金としての利息が１,４３０円、寄附金については、令和６年度は６,０００円の寄附

がありました。 

 なお、運用益につきましては、当該年度の奨学金の給付に充当しているため、残りを基金に

積み立てるということでありますので、寄附金についても同様にしておりますので、今年度は

基金への積立てはありませんでした。 

 １人当たりの金額の上乗せの予定につきましては、学校教育課としましても、選考委員会の

中で意見交換会を実施させていただきました。給付の増額は、基金が早期に枯渇する可能性が

あるという可能性が高いため、長期的な運用を考えるのであれば、現行のままが望ましいので

はないかというような意見をいただきました。その後も課内で検討しまして、実は給付を行っ

ている市町村はほとんどありません。最初の入学金などそういったものは出しているのですが、

年間で通しているのは本市とあと一市町ぐらいですか、という形になっている。それから、給

付額を考えますと、他市町と比較しても少なくはない、比較的多いほうだと。それから土地を
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売却した原資が３億３,０００万円程度なのですが、そちらを確保しながら給付を続けていき

たいと考えておりますので、今現在、増額は厳しいと、そのため、現状維持でいこうという形

で話をしております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  行財政報告書３７ページ、地域公共交通計画の推進に関す

る御質問をいただきましたので、お答えいたします。 

 本市では、まちづくりと一体となった公共交通利用環境の形成、分かりやすく利用しやすい

交通環境の形成、市民が育てる公共交通の実現、これらを将来像として掲げ、公共交通の運行

適正化や利用環境の改善などの施策を定めてきました。 

 計画期間中の状況ですが、人口減少などによる長期的な利用の落ち込みや、ライフスタイル

の変化、原油、物価、人件費の高騰などにより、当初の想定以上の厳しい運営状況となってし

まいました。 

 市営バスに関しては、運行内容の見直し、特に路線再編成などに力を入れざるを得なかった

現状がございました。 

 また、ＪＲ烏山線に関しましても、栃木県内で唯一利用の少ない線区に該当し、公表されま

した。このためＪＲ烏山線の利用向上の取組が喫緊の取組とされ、乗って残そう烏山線のスロ

ーガンの下、通学定期購入費補助金や、乗って残そう烏山線！ 未来へつなぐ助成金の創設や、

ＪＲ烏山線利用向上委員会を組織し、各種委員会事業を展開することで、市民１人年間５回の

往復利用を啓発するなどの取組を展開してまいりました。 

 現在、現計画の後継となる第２次地域公共交通計画を策定しておりまして、現計画の評価や、

地域公共交通を取り巻く現状などを踏まえ、地域にとって最適で持続可能な公共交通の在り方

を検討してまいりたいと考えておりますので、御理解くださいますようお願いをいたします。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  それでは、行財政報告書１０７ページ、給付金の実施について

お答えいたします。 

 令和６年度は、物価高騰に伴う低所得者支援及び定額減税補足給付金事業として、４つの給

付金事業を実施し、行財政報告書の１１１ページに各給付金の詳細の記載のとおり、申請のあ

った対象者の方に確実に給付しております。 

 しかし、申請の周知を図ったものの、中には申請期限を大幅に過ぎての申請や、郵便不達に

より支給に至らなかった方もおりましたので、まだまだ周知不足があったものと考えておりま

す。 
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 また、内部課題としまして、複数の給付金を同時に処理するため、給付金により主担当グル

ープを分けた上で、課全員体制で対応しましたが、本来の業務にプラスしての業務のため、職

員の事務負担が非常に大きくなってしまったことも課題であったと考えております。 

 今後も給付金事業を実施しておりますので、対象者の申請忘れがないよう、周知徹底を図っ

てまいります。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  先ほどは大変失礼しました。教育振興ビジョンの経過につい

てお答えいたします。 

 教育振興ビジョンにつきましては、議員のおっしゃるとおり４年が経過いたしました。ビジ

ョンの進行管理につきましては、外部委員による点検評価を行っておりまして、委員の意見を

踏まえながら、事業の見直し改善などの取組を行っております。 

 あくまでも参考になりますが、ビジョンの中には推進指標を設置しております。今のところ

目標値には達してはいないのですが、作成当時の基準よりは数値が上がっております。基準が

大体１８項目ぐらいありまして、基準より増額となっているのが、１１項目上がっております

ので、おおむね順調に進んでいるのではないかと思っております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  烏山城跡保存活用計画を作成するに当たり、特に注力した

部分について、２点ほど御説明します。 

 まず、１点目は、担当者だけではなく多くの方々と作成した計画ということで、史跡となっ

た烏山城跡を今後どのように活用していくか検討するに当たり、関係部署から様々な意見や協

力を仰ぎ、また観光、森林、資源、城跡、古文書など、様々な分野にわたり、外部の有識者か

ら先進事例など、多くの指導を仰ぐことができましたということです。 

 もう一つは、史跡だけではなく、地域資源を巻き込んだ多種多様な分野からの活用というこ

とが挙げられます。城跡内に、活用に向けたゾーニングを行いまして、城だけではなく、市内

の関連する文化財等々と連携しまして、広く発信していくことで、将来的に市外の関連する城

跡と連携を進めていく計画とすることができたところでございます。 

 現在、城の魅力を発信する空間として、日常的な利用やイベント活動等を促進する整備を行

う活用ゾーンの調査整備を進めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  御説明ありがとうございました。 
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 基本的に再質問等はしないということで、感想を述べさせていただければと思います。いろ

いろなところとの業務提携などが今、盛んに行われています。ぜひ、しっかりした、やはり大

きい企業などが多いですから、そういうところの情報をしっかりいただいて身になる仕組みを

つくっていただければと思います。 

 奨学金も今、ほかの町内に比べたらば、かなりいい形だと、これをあまり言い出しても、そ

れで餌ではないですけれども、それでなくてもいいと思うのですが、ぜひ、子供たちというか、

進学される方のために効果的な給付を進めていただければと思います。 

 公共交通計画ですけれども、喫緊の課題というか、この地域にとってはやはり交通網は非常

に、さらにまた高齢化などが進めば重要になってくるかと思っておりますので、ぜひしっかり

とした計画の推進をお願いしたいと思います。 

 教育ビジョンについても理解をさせていただきました。 

 給付金の実施でございます。こちらは、もともと市で単独で予算をつけてやるのはできるで

しょう。こういう国から来る補助金はなかなか大変だと思います。そこの人員的なところもあ

るかもしれませんが、しっかり頑張っていただきたいと思います。 

 文化財グループでございます。今、御説明いただきました、やはり烏山城跡、これは非常に

魅力的な素材であるのだということがよく分かりました。計画はしっかりできたので、ぜひ具

体化するときには、しっかりしたものを取り組んでいただければと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（青木敏久）  ほかにございませんか。 

 ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  私からも、質問させていただきます。１０点全て行財政報告書から質

問を行います。 

 まず、１つ目、行財政報告書で、広報活動、防災対策について。本市の広報活動は縦割りの

弊害が色濃く現れており、配信に利用される媒体により情報にばらつきがあります。 

 身の安全を守るための情報を自ら得なければならない昨今、緊急時に必要な情報が効率的に

得られないことは致命的であると考えます。 

 防災Ｉｎｆｏ Ｃａｎａｌや防災行政無線等はそれらを補助する複層的なツールであるべき

で、市政や催しに関する情報はもちろん、防災や災害、避難行動に関わる情報や、事件事故に

対する啓発など、情報配信を効率化してＬＩＮＥ等に集約し、一元的に運用していくべきだと、

かねてから重ねて申し上げております。本市の縦割り行政により、これらのことは一向に実現

しません。一般質問でも述べさせていただきました。受け手である市民の利便性の向上を考え

て情報発信の方法を統一化していくための検討は今までにされたのかお伺いいたします。 
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 また、道路状況や事件事故の通報ツールをＬＩＮＥのリッチメニューに導入すべきだと、や

はりかねてから申し上げておりますが、改めてこちらを強く要望いたします。 

 次に、行財政報告書、財政グループ、文書法規等に関してお伺いいたします。令和６年度に

見直しが行われた内容について、まず伺います。そして議会からの要望もあって、公文書の電

子化と公開が進んで、本市でも予算書、決算書、行財政報告書等がデータ化され、オンライン

でも市民が簡単に閲覧できるようになりました。 

 議会文書も主にＰＤＦ化されて、こちらの議会タブレットで共有されておりますけれども、

このデータもスキャンされたデータをそのまま用いたり、データによってはＯＣＲ機能に対応

していないなど、そのデータの規格や質にはばらつきがあって、庁内でも統一化されていない

ように感じます、というか統一化されていないのだと思います。 

 作成保存されるデータの規格について、令和６年度に整理見直しをしているのか、お伺いい

たします。 

 また、公文書の保存に関し、紙媒体とデジタルデータによる対応の違いや、作業の二度手間

による重複などが解消され、職員の負担削減と業務効率の向上を今後期待します。 

 次に、ふるさと応援寄附金について、令和６年度における事業の決算概況と返礼品の原価を

除いた税収について伺います。 

 寄附金の使い道の指定に関し、具体的な用途がイメージしづらいのではと感じます。例えば

学校給食等で地産品を用いて児童にお菓子や食品を提供するなど、寄附金の使い道を具体的に

指定するなどして、本市の親身な政策に理解を促すよう要望いたします。 

 ４つ目の質問、情報公開制度について、こちらの請求件数が増えております。要因と内容を

お伺いします。 

 次に、収納管理、窓口のキャッシュレス対応についてお伺いします。収納についてキャッシ

ュレス納付の推進を図っております。窓口もキャッシュレス対応となりましたが、市民の利便

性や職員の業務効率の向上につながっているのか、反応を伺います。 

 また、口座振替キャンペーンによりどれくらい窓口収納コストが削減できたのか教えてくだ

さい。 

 次に、資産税グループ。課税明細台帳に記載されている情報は、現況と記載が異なることが

あります。日常の業務において現況を確認しているというが、見落としなのか、それらの記載

の再確認は実務上行われていないように思われます。 

 令和６年度において登記情報を照会して修正を行ったことはあるのか、お伺いします。 

 次に、収納対策、差押え交付要求、地方税法第７３９条５に規定する処理件数が増加してい

ます。要因と対応を伺います。 
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 次に、有害鳥獣捕獲実績です。今まで目立たなかったアライグマの捕獲が増えております。

私も、おととし初めて市内でアライグマを見かけて驚いたことがあります。令和６年度の実績

から捕獲実績が上がらないような有害鳥獣で既に市内でも確認されている動物にどのようなも

のがあるのか伺います。 

 例えばキョンやアナグマ、鹿など市内に既に生息しているのか、そういったことを教えてく

ださい。 

 次に、施設管理委託及び業務委託です。フィルムコミッション等業務が本市観光協会に委託

されております。その金額の内訳と内容、実績について教えてください。 

 最後に、市観光入り込み客数、市宿泊者数について、本市における宿泊プランとその内容、

また、観光客が旅行会社のバスツアー等で訪れた市内観光スポットの実績についてどのように

把握しているのか伺います。八溝観光圏を今後充実させていくべきだと考えますが、ツアーで

訪れられていないような本市の隠れた観光名所を含めて、旅行会社への提案プレゼン、観光誘

致を今まで行ってきたのか伺います。 

 併せて、本市の宿泊者数の増加について見解を伺います。お願いします。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  行財政報告書２０ページ、広報活動情報発信の方法を統一

化していくための検討はされたのかについてお答えします。 

 デジタル技術を活用した、さらなる市民の暮らしやすさを実現するため、セグメント配信の

導入と併せ、ＤＸ推進計画に基づき、各課で個別に運用するアプリの一元化や行政手続のオン

ライン化の推進に向けた検討を進めてきました。 

 登録者が最も多いＬＩＮＥアプリを活用することが最も効果的との見解に達しまして、ＬＩ

ＮＥに拡張機能を導入することといたしました。なお、導入検討に際しましては、道路情報等

の通報システムや、ほかの情報発信ツールとの連携も含めて検討を行ったところでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  ふるさと応援寄附金に関する御質問にお答えいたします。 

 寄附金額８,９２０万２,０００円。返礼品の調達を含めた経費は、４,００２万１,０００円。

他市町村宛て寄附による本市住民税の控除額は２,７２１万６,０００円となっております。 

 寄附額から調達経費と他市町村への寄附に伴う控除額を差し引きますと、２,１９６万

５,０００円が純粋な収益になります。 

 さらに、市税の減収補填の意味合いがあります他市町村宛て寄附金による本市の住民税控除

額２,７２１万６,０００円の７５％が地方交付税に算入される制度となっておりますので、さ
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らに７５％を掛けた２,０４１万２,０００円が上積みされ、合計４,２３７万７,０００円が市

の歳入になるものと考えております。 

 次に、寄附金の使い道の指定についてですけれども、ふるさと応援寄附金の使い道に関しま

しては、那須烏山市ふるさと応援基金設置及び管理条例に明記した５つの内容をポータルサイ

トに上げ、寄附者からの指定に基づき、条例に挙げた使い道の財源として活用しているところ

でございます。御理解をお願いいたします。 

 議員御提案の具体的な用途をイメージしやすい形態につきましては、我々も現在検討してお

りますので、その中で具体的な用途のイメージを図っていければと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  それでは、私から２点ほどお答えをさせていただきます。 

 まず、初めに行財政報告書５２ページ、文書法規等の点についてでございます。 

 荒井議員御指摘のとおり、ＰＤＦ化されたデータ、こちらの規格、また質につきましては、

ばらつきがありまして、庁内で統一されていないという実態でございます。 

 職員の中でも試行錯誤しながら作業しているところもありまして、こちらにつきましては、

課題の一つということで捉えさせていただきまして、今後も整理をさせていただきたいと考え

ておりますので、御理解いただければと思います。 

 また、公文書の保存につきましては、本市におきましては紙媒体に印刷して、それを印鑑の

押印により決裁をし、そして処理後は、ファイルにつづり保存するという流れが原則的な取扱

いとなっております。 

 ただ、議員のおっしゃるとおり、県内におきましては、こういった決裁文書も電子決裁シス

テムを導入して、業務の効率化、また、紙文書の削減を図る市町も増えつつあります。 

 本市におきましても、デジタル行政の実現については、総合計画のほか、ＤＸ推進計画や行

財政改革プランにおいても推進することとされておりますので、導入に向けて課題の整理など

調査研究を進めているところでございますので、御理解いただければと思います。 

 もう１点、行財政報告書６４ページ、情報公開制度についてでございます。 

 請求件数が増えている要因と内容ということで、これに関しまして、一概に言うことはでき

ませんが、様々な背景によって行政情報への関心を示す請求者が増えてきているのは事実なの

かなと感じてございます。 

 また、市発注の建設工事等に係る金額入り設計書の公開請求なども、請求件数が多いような

状況にございます。 

 そういった要因が全体的な請求件数を引き上げているところなのかなと分析をしてございま
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す。 

 それ以上個別に具体的な請求の内容につきましては、それぞれ請求者に関わることですので、

お答えできないというところは御理解いただければと思います。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  髙田会計課長。 

○会計課長（髙田 勝）  行財政報告書、２０７ページ、窓口のキャッシュレス対応につい

て、市民の利便性や、職員の業務効率の向上についてお答えいたします。 

 令和６年度の実績が３４２件の利用があったことで、市民の利便性が上がっていると思われ

ます。現金を扱わないことで、職員の業務効率の向上にもつながっていると思います。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  私からは３項目お答えさせていただきます。 

 初めに、同じく⑤番の行財政報告書８９ページ、口座振替キャンペーンによるコスト軽減額

についてお答えいたします。 

 令和６年度のキャンペーンによりまして、１,２１１件の科目において申請がありました。

その結果、令和７年度だけを見た場合では約５１万円の経費節減が図れる見込みとなっており

ます。 

 次に⑥番、行財政報告書９０ページ、地目等が課税明細書と現況が異なる場合があることに

ついてお答えいたします。 

 固定資産税における家屋や土地は常に状況に応じた登記がされていることは理想とするとこ

ろですが、必ずしもそうでないため、固定資産税の課税においては、登記上の地目等に関わら

ず、その年の１月１日の現況の地目等によって課税をしております。 

 適正な課税を確保するため、農地転用許可、登記簿上の地目変更、家屋の新増築、滅失など

があった際は、その都度現地調査を行い、現況に合わせた地目等の変更を行っております。 

 また、登記情報は毎月法務局から紙ベース、データベースの両方でいただいておりまして、

その突合を行うことにより修正等を行っております。 

 しかしながら、少人数での職員では、全ての土地等の現況を確認することは現実的に不可能

でありますことから、ＧＩＳ、航空写真になりますが、そちらを利用したり、あと現況を確認

するほか、土地の現況や地目が変わった際、家屋の増築や滅失した際は、速やかに税務課に申

請を提出くださるよう、お知らせ版等で周知を図っているところです。 

 今後も、あらゆる情報等を活用し、現況に沿った課税に努めてまいりますが、荒井議員にお

かれましても、課税明細と現況に相違があることを確認できた場合は、御連絡くださるよう、

よろしくお願いしたいと思います。 
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 次に、⑦番の行財政報告書９９ページ、差押え交付要求、地方税法第７３９条の５に基づく

処理件数が増加している要因につきまして、お答えいたします。 

 まず初めに、差押え交付要求の処理件数等が増加している要因ですが、電子預金調査システ

ムを令和５年度に導入したことにより、令和５年度においても、処理件数等は前年度の令和

４年度より増加したところですが、さらに令和６年度では電子預金調査システムから別のクラ

イアントの税システム、ＴＡＳＫクラウドになりますが、そちらに連携させることができるよ

うになったことから格段に処理スピードが向上し、件数等が増加したことが主な要因となって

おります。 

 次に、地方税法第７３９条の５につきましては、確かに委託額、徴収額、執行停止、それぞ

れが令和５年度より増加しておりますが、委託件数は令和５年度、令和６年度ともに１９件と

同数となっております。 

 したがいまして、委託した件数は同じですが、１９件の内訳の中で、前年度より滞納額の大

きい案件を委託したことによるものとなっております。 

 なお、対象税目は、県民税を含む関係から、個人住民税のみが対象となっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  私からは有害鳥獣捕獲の実績の御質問にお答えいたします。 

 まず、栃木県内におきましては、アナグマの目撃情報、捕獲実績はございますけれども、市

内においての捕獲実績及び目撃情報は今のところございません。 

 ほかの有害鳥獣でございますが、キョンにつきましては、今のところ最北端までになると茨

城県笠間市で目撃情報があったということを聞き及んでございます。 

 鹿につきましては、今のところないようなことでございます。 

 あとは熊ですか、４月から農政課長になりましたけれども、熊の目撃情報がちょうど、芝桜

公園がございます市貝町の、たまたま市町の境に熊らしきものを見たという情報がございまし

た。そちらが市貝町側に逃げていったというようなことは聞き及んでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  では私からはまず、フィルムコミッション等の業務について

お答えさせていただきます。 

 フィルムコミッション等業務委託ですが、こちらは業務名にもあるとおり、各種の撮影です

とか、そういったものの案内ですとか、そういった申込みがあったときの協力をするという業

務の内容が一つと、もう一つはこの業務の中で、県内外のイベントに参加して那須烏山市の観
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光ＰＲをするという２つの内容を含んでございます。 

 その中で、この業務の金額の内訳としましては、そういった業務に対応する職員の人件費が

主なものとなっておりまして、それともう一つが、そういった県内外のイベント等に参加する

際の交通費、旅費をこの委託業務の対象としております。 

 ちなみに、実績についてですが、まず、観光ＰＲ等の出展活動としましては、遠くでは岐阜

県大垣市等に行かせていただいております。また、世田谷の区民まつりですとか、蘆花まつり

等のイベントに参加させていただいております。こちらが６回、県内のイベントに４回出てお

ります。そちらで合わせて１０回の出展となってございます。 

 フィルムコミッション関係の実績につきましては、ロケ地の問合せについて３件ありました。

それと、現地のそういったロケ地の調査等に同行した回数が１回ございました。 

 以上でございます。 

 それともう１つ、市の観光入れ込み客数と宿泊者数の問合せでございます。まず、本市にお

ける宿泊プランとその内容というところで、行財政報告書の中で宿泊プランの記載がございま

すが、こちらは各宿泊施設が持っている宿泊プランが好調だったことから、こういった宿泊者

数が伸びている状況でございます。その内容につきましては、宿泊施設によって異なりますの

で、御了承いただければと思います。 

 それと、旅行会社のバスツアー等で訪れた観光スポットの実績についてでございます。こち

らは、私のほうで全てを把握しているわけではございませんが、例えて言うならば、どうくつ

酒蔵や観光やな、山あげ会館、龍門ふるさと民芸館、和紙会館などがそういったツアーの中に

含まれているのではないかと推測しているところでございます。 

 それと、旅行会社への提案、観光誘致等々でございますが、昨年１年間で、実はこれは観光

協会が関連しているところでございますが、ある旅行会社と連携しましてバスツアーの企画を

行ってございます。そちらの実績としましては、４５本の催行がございまして、約

１,７００人が参加してくれたということでございます。そういったことで、ＰＲさせていた

だいておりますことをお伝えさせていただきます。 

 また、旅行会社やあるいは旅行雑誌、新聞社などの記者が集まる定例記者会見の中でもＰＲ

させていただいているところでございます。 

 それと本市の宿泊者数の増加についての見解というところでございましたが、こちらは、理

由として分析して言いますのは、一般の観光での利用のみならず、そのほかの目的を含めた団

体の利用が多かったのではないかと分析しております。 

 例えば、レジャー施設に併設するホテルですとか、あるいは各種ホテルでも、ただ単に泊ま

るだけではなくて、その中で体験型のものを売り出しているということがございます。 
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 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  一通り答弁をいただきました。 

 幾つか提案として、さしたるものも私はしないのですが、おおむね回答いただきましたが、

まず、広報活動に関して、ＬＩＮＥに統合していくというお話だったのですけれども、特にＬ

ＩＮＥの中で防災Ｉｎｆｏ Ｃａｎａｌなど、そういった情報、災害情報などは入ってきてい

ないので、そういったものを、やはり、緊急時に必要なものですから、総務課と総合政策課と

連携して、すぐにでも一元化を図っていただければと思います。 

 次に、文書の取扱い、文書法規等についてなのですけれども、国の制度にも振り回されてい

るようなところもある程度はあるのだと思うのです。ただ、先日もネットに陳情書などが公開

されていて、陳情者のお名前でしたりとか、あと本市のほうで職員が事故に遭遇してしまって、

それに絡んだ報告書でも車のナンバーが公開されて、公開するつもりはなかったのだと思うの

ですけれども、文書の仕様上、閲覧環境によって見えてしまうことがあったようですから、そ

ういったところの仕様を確認して、ぜひとも整理を進めていっていただければと思います。 

 また、ふるさと応援寄附金は用途を具体的に指定して検討されているということで、ふるさ

と応援寄附金自体は好調だと思うので、ぜひとも具体的に、他市町の事例などを見ていると、

例えば子供に給食を一品足すのだとか、そういったものがあるので具体的に指定するような検

討をしていっていただければ寄附する方も安心して寄附ができるのかと思います。 

 また、資産税グループのほうで、登記情報と課税明細の件なのですけれども、私は県によっ

ては、東京都や千葉県のほうなどで進んでいると聞いたのですけれども、これは県のほうにな

るのかもしれないのですが、文書に関して、登記情報が市の税務情報と、その台帳と法務局の

情報が連携されて閲覧できるようなシステムが進んできているということで、うちのほうでの

システム改修などがある際に、業者が違ったりなどいろいろあるのかもしれないのですけれど

も検討を、そういったことに注意して、今後のシステム更新の際などに注意を払っていただけ

ればと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ここで暫時休憩いたします。 

 再開を１１時１５分とします。 

休憩 午前１１時０３分 

 

再開 午前１１時１５分 

○議長（青木敏久）  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 ほかに質疑はございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  私は、質疑なのですけれども、行財政報告書だけです。しかも、まち

づくり課に集中しております。 

 ４０ページ、ふるさと応援寄附金が、令和５年と令和６年に大幅に増えた理由ですか、これ

は前のページにも載っておりましたが、改めて詳細な説明をよろしくお願いします。 

 それと４３ページ、ＪＲ烏山線利用向上対策で、令和６年の平均通過人数が今は未公表にな

っておると思うのですが、この理由はどんなことなのかということで、お願いしたい。これも

ＪＲのことだから分からないのかもしれませんが、もし分かれば。 

 それと４４ページ、市営バスの運行で、乗車人数が減少していると思われます。理由と、ま

た、市はその負担金があると思うのですが、その金額は、どれぐらいになっておるのか。 

 それと４６ページ、環境保全ということで南那須図書館に太陽光発電がついていると思うの

ですが、その売電量が、多分これは年間なのかと思われるのですが、２万２,９３２円。この

金額が年間だとすれば非常に安いのかなと感じております。例えば太陽光発電を施設に設置し

たときの金額を、何年で元が取れるのかと感じてしまったものですから、その辺をよろしくお

願いします。 

 さらに４７ページ。公害対策事業で表が載っておりまして、河川の上流下流など載っており

ますが、興野橋排水口が、この数字がどういう単位当たりの数字なのかあれですけれども、大

腸菌の数が１,７００と、それと小木須川下流の大腸菌が１,０００と、この２か所が飛び抜け

ておるんですが、この理由がもし分かれば、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  それでは、５つ御質問いただきましたので、順にお答えを

させていただきます。 

 まず、行財政報告書４０ページ、ふるさと応援寄附金についての御質問にお答えいたします。 

 こちらは行財政報告書３５ページに概略は記載させていただいておりますけれども、改めて

回答させていただきます。理由としましては、新規返礼品の開拓、既存返礼品の充実など、

３５品目を追加し、ふるさと納税ポータルサイトを７サイト追加しました。 

 寄附者の返礼品のニーズに応えるとともに、ポータルサイトでの返礼品の露出を増やしたこ

とにより、安定的な財源を確保することができたものと考えております。 

 特にリユースの携帯電話、パソコン及びタブレット、ゴルフ場利用のチケットが好評でした。 

 続いて行財政報告書４３ページ、ＪＲ烏山線利用向上対策についての御質問にお答えいたし
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ます。 

 平均通過人員ですけれども、ＪＲ東日本様から公表される情報です。昨年度は７月１９日、

一昨年度は７月７日に公表されましたが、今年度につきましては、取りまとめが完了次第、公

表されるものとしておりますので、しばらくお待ちいただければと思います。 

 続きまして、４４ページ、市営バス運行についての御質問にお答えいたします。 

 市営バスの乗車人数の減少ですが、主な理由としまして、高校生の通学利用の減少が挙げら

れます。以前は朝の通学時間帯において、ＪＲ烏山駅から烏山高校への通学利用や市貝町から

烏山高校への通学定期の利用が多く見られたところです。 

 一方、令和３年度以降、ＪＲ烏山駅からの通学利用が減少し、市貝町からの通学利用も大幅

に減少しております。このことによる運賃収入の減少に加え、市営バス車両の故障や、物価、

燃料の価格高騰、人件費の上昇により、負担金額は増加し、直近の決算である令和６年事業年

度の本市負担額は２路線合わせて８,５０７万２,３２７円となっております。 

 これらの現状を踏まえ、令和７年４月から収支改善による運行経費削減と利便性向上による

利用増を目的として、烏山高部線、市塙黒田烏山線ともに便数、ルートの見直し、車両の小型

化、乗り継ぎなどを考慮したダイヤ全部改正などを行う路線再編を実施したところでございま

す。 

 再編後、運行内容を継続的に評価し、利用者のニーズに応じた地域最適規模の市営バスの運

行を実施してまいりますので、御理解くださいますよう、お願いをいたします。 

 続きまして４６ページ、環境保全に関する御質問に対してお答えいたします。 

 南那須図書館への太陽光発電設備設置につきましては、平成２１年度に国の地域活性化経済

危機対策臨時交付金を活用し、市民への脱炭素化の普及啓発を目的に設置した事業でございま

す。 

 売電料金につきましては、設置当時はまだＦＩＴ制度はなく、東京電力との余剰売電契約に

より、平成２２年４月から令和２年４月までの１０年間は１キロワットにつき２４円、令和

２年５月から現在までは、同じく１キロワットにつき８.５円となっておりますので、売電単

価の変更に伴い、売電量としては安くなっております。 

 南那須図書館への設置の目的は、全量売電による収益を目的としたものではなく、太陽光発

電による脱炭素化の推進、図書館における購入電力の削減による公共施設のＣＯ２削減を目的

としておりますので、御理解くださいますようお願いをいたします。 

 最後に、４７ページ、公害対策事業についての御質問にお答えいたします。 

 大腸菌は自然界にも存在するものでございます。一般的に、大腸菌が多く検出される状況と

しましては、浄化槽などの生活雑排水、家畜施設からの排水、事業所からの排水など多くの要



令和７年第４回９月定例会 第５日 

－240－ 

因が考えられます。 

 大腸菌の数値が高く検出される場合の採水状況、水を取る状況ですが、生活雑排水の流入が

多い箇所、水流が少ないこと、水の流れがなく、たまり水になっていること及び雨などで地表

部分を流れてきた水が多く流入したことなどが挙げられます。 

 市で毎年１回行っております公共用水域水質調査においては、例年８月から９月の夏の時期

に採水を行っております。１回の採水のスポット的な調査であるため、別条件の日に採水をし

た場合は異なった結果になることがあります。極端に言えば、夏場と冬場での数値は夏場のほ

うがより高い数値が出やすくなっております。 

 今回、興野橋排水口、小木須川最下流につきましては、大腸菌数の数値へ影響している施設

などが明らかではないため、生活雑排水の流入が主な原因と推測をされます。 

 特に、興野橋排水口におきましては、那珂川本流へ合流する付近での採水となりますので、

生活雑排水の影響が顕著に出たものではないかと推測されます。 

 どちらも恒常的に高い数値を示しているわけではなく、参考として環境基準を満たしている

年もありましたので、今後も引き続き水質調査を継続していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  大変分かりやすく、説明を全般的にいただきました。全て理解しまし

た。 

 私は以上で終わります。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございますか。 

 ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  それでは通告に基づいて質問させていただきます。私の質問は、全て

行財政報告書からになります。 

 １００ページ、マイナンバーカードについて。コンビニ交付はできますけれども、窓口交付

が、要するに、マイナンバーカードを使って窓口発行ができないものがありますかどうか、ま

た、カードの交付率も伺います。 

 １２６ページ、帯状疱疹予防接種について、議会でも一般質問で同僚議員が質問されたと思

いますけれども、接種率が低過ぎるのではないか、伺います。 

 １３６ページ、子育て支援の相談について、生活一般の家庭内トラブル、児童の養育相談は

関連があるのではないかと思いますけれども、異常に増えた理由は分かっているのか、伺いま

す。 

 １４８ページ、公立保育所の副食について、公立保育所の副食費が記載されていますが、今
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でも主食の御飯等は持参しているのか伺います。 

 １６２ページ、若者交流事業について。とちぎ結婚支援センター入会補助、４０歳以上は補

助金回数２回までとなっていますが、なぜなのか伺います。 

 １６３ページ、地域計画について人・農地プランに代わり、新たに地域計画を策定とありま

すが、内容を伺います。 

 １６６ページ、企業版ふるさと納税について。地域再生創造事業は令和６年度で終了しまし

たが、今後の計画はあるのか伺います。 

 １８１ページ、プレミアム付商品券について、デジタル商品券が初めて発行されましたけれ

ども、使用する期間が短かったと思います。購入した商品券は全て使い切ったのか、分かる範

囲内でお願いします。 

 ２２１ページ、学校給食アレルギー対応について。一部弁当を持参する児童生徒がいるよう

ですが、軽減措置の考えはあるのか伺います。 

 ２５９ページ。熊田診療所について。那須南病院も赤字で新築の予定もなくなったと聞いて

います。地域医療も変革期にあると思いますけれども、熊田診療所の廃止の議論も必要ではな

いか、伺います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾市民課長。 

○市民課長（黒尾明美）  私から２項目についてお答えさせていただきます。 

 １項目め、マイナンバーカードについて、この中で２点御質問いただいております。 

 まず、１点目のコンビニ交付はできて、窓口発行ができないものはあるのかということなの

ですけれども、まず、コンビニ交付のときには、マイナンバーカードを持っている方が、御本

人が機器の操作を行って証明書の交付を行うことになります。 

 窓口にいらっしゃったときには、マイナンバーカードを出していただいて申請書をそちらで

書かないで、証明書の発行は職員が手で交付することになります。 

 コンビニ交付だけの取扱いになる証明書はございません。コンビニ交付の証明は５種類、交

付しております。窓口発行のできるものの中から、５種類だけがコンビニ交付となっておりま

す。 

 次に、カードの交付率についてですが、こちら時点で毎月変わっていくものなのですけれど

も、令和６年度末時点の那須烏山市の交付率としましては８９.１２％でした。 

 次に２項目め、熊田診療所について、こちらについて熊田診療所の廃止の議論も必要ではな

いかという御質問についてお答えします。 

 熊田診療所は下江川地区唯一の医療機関であり、僻地診療所として地域住民の健康維持増進



令和７年第４回９月定例会 第５日 

－242－ 

に貢献するなど、地域に根差した医療機関として役割を担っているところです。 

 令和６年度より常勤の医師の退職に伴い、那須南病院と医師派遣の協定を締結し、医師の確

保を図りながら運営しているところであり、診療日数も週５日から週４日に変更したこと。そ

れと、老人ホームにおける嘱託医としての診療や往診ができなかったことから、診療報酬時全

体としては減少しておりますが、通常の外来患者数は減少しておりません。 

 しかしながら、一般会計等基金からの繰入れを行いながらの運営であることは間違いありま

せんので、今後の財政状況の推移を見ながら、改善できるところは見直しを図るなど、財政状

況の健全化に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  行財政報告書１２６ページ、帯状疱疹予防接種について、接種

率が低過ぎるのではないかについてお答え申し上げます。 

 令和６年度の帯状疱疹予防接種につきましては、個人の希望により実施する任意接種であり、

その費用が高額であることから、５０歳以上の方を対象に接種費用の約半額の助成を開始した

ところです。 

 全国的には初年度の接種率は４％と言われておりますが、本市においては、令和６年度の申

請者数は２８９人で２.０％、約８割が７４歳以下でありました。申請者のうち、年度内に生

ワクチンまたは不活化ワクチン１回目を接種した方は２４９人で１.７％でした。 

 接種率が低かった要因としましては、高齢者の接種が少なかったこと。接種費用そのものが

高額であることが考えられます。帯状疱疹予防接種は令和７年度から定期接種に位置づけられ

たことから、申請窓口を拡大し、烏山庁舎でも受付をしております。 

 対象者は限定されましたが、本市においては、昨年に引き続き５０歳以上の任意接種の方も

助成を行っておりますので、今後も接種について周知してまいります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  私からはこども課関連の質問３項目についてお答えいたします。 

 まず、行財政報告書１３６ページ、子育て支援の相談について、この中で生活一般、また、

児童養育の相談件数が異常に増えた原因は分かっているのかということについてお答えいたし

ます。 

 表に記載の数値は相談の件数になるため、例えば同じ人物が何回も相談してくると相談件数

は増加となります。今回の増加の要因は、母子２人の家庭におきまして母親が入院したため、

今後の養育等について長期間にわたり相談を受けていたため増加となったものでございます。 
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 次に、行財政報告書１４８ページ、公立保育所の副食費について、今でも主食の御飯は持参

しているのかについてお答えいたします。 

 表に記載のとおり、２歳児クラスまでは完全給食となっており、３歳児クラス以上は主食の

御飯等は持参いただいております。 

 次に、行財政報告書１６２ページ、若者交流事業について、補助が２回までの理由について

お答えいたします。 

 とちぎ結婚支援センターの入会補助でございますが、以前は入会金の２分の１を１回限り補

助しておりましたが、この制度を最大限に活用していただくために、令和６年度から表に記載

のとおり、拡充したところです。補助回数も１回から２回に拡充いたしました。 

 センターへの登録ですが、一度登録しますと２年間有効となっておりまして、例えば結婚情

報誌の調べなどを見てみますと、入会してから半年から１０か月ぐらいでマッチングする場合

が多いとのことでございます。ですので、大体４年間あれば成果が出るのではないかと考えて

おりまして、補助を２回にしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  私から行政報告書１６３ページの地域計画に対しまして、お答え

申し上げます。 

 平成２４年度に制定された人・農地プランが令和５年４月に施行された農業経営基盤強化促

進法等の改正によって、地域計画として法定化された背景には、農業者の高齢化による担い手

不足が深刻化し、耕作放棄地の拡大が懸念されるところでございます。 

 この法定化によりまして、地域計画は地域農業を維持発展させるための基本計画として、よ

り重要な位置づけとなったところでございます。 

 策定の目的といたしましては、地域の農業を持続可能なものにし、担い手不足などの課題を

解決するために、地域で話合いながら、おおむね１０年後を見据えた、将来の農地の利用方法

を具体的に示すことでございます。 

 具体的には地域の農業の現状と課題を洗い出した上で、将来の農業の在り方を示す目標値を

作成することで、農地の集約化や担い手の育成を図り、将来にわたる適正な農地利用と生産性

の向上を目指すことになります。 

 地域計画を策定することで、国の補助金の支援が受けやすくなるなどのメリットがございま

す。 

 もう１点です、行財政報告書の１６６ページの企業版ふるさと納税についてでございます。 

 こちらにつきましては、御案内のとおり、大木須で令和６年度をもって終了いたしました。



令和７年第４回９月定例会 第５日 

－244－ 

今後の計画につきましては、知的財産のようなものが当然ございますので、農薬の使用方法等

をパイロット事業、庁舎の中において利活用できるように、今後進めてまいりたいと考えてご

ざいます。 

 ちなみに市内の小学校、中学校３校のところに、業者プラスアルファ宇都宮大学の教授等の

力をお借りしまして、除草作業、除草剤をまいて、まかないところのモデル実験などをしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  私からは、プレミアム付商品券について、デジタル商品券の

購入した商品券は全て使い切ったのかというお問合せについて、お答えさせていただきます。 

 デジタル商品券ですが、市民の方に御購入いただきましたものは発行額ベースで

５,０５０万円分でございます。そのうち使用をいただきましたものが、５,０２８万円分とい

うことで、若干残が残りましたが、使用率としましては９９.６％、ほぼ１００％の方に使っ

ていただいたという結果でございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私から、学校給食のアレルギー対応についてお答えします。 

 アレルギー等により完全弁当持参の児童生徒につきましては、給食費は徴しておりません。

また、牛乳停止、牛乳のみの児童生徒については減額しております。 

 なお、その他のアレルギーで一部代替等については、給食費の減額は今のところしておりま

せん。これは原因の食物や、毎日ではないので、その頻度、それから量について個人差がある

ため、減額はしておりませんので御理解願います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  簡単に再質問させていただきます。 

 マイナンバーカード、今年でしたか、印鑑証明が取れなかったのですけれども、これはどう

なっているか、もう一度お聞きします。 

 それと帯状疱疹の予防接種については、これは希望なのですけれども、私も２０年ぐらい前

になったことがあるのですが、相当ひどかったので、やはり、そのひどさをＰＲして、ぜひ接

種率を上げてもらいたいと思います。これは答弁は結構です。 

 それと、副食費ではなくて、御飯等持参の場合は、冬場は暖飯器を使っているのか、また、

那珂川町はもう相当前に持参はやめたようなので、うちの市も今どき御飯持参というのも衛生



令和７年第４回９月定例会 第５日 

－245－ 

上よくないのではないかと思うので、そのことについてお伺いしたいと思います。 

 それと、学校給食のアレルギー対応についての給食費の助成のことですけれども、給食費で

はなくて、弁当の助成について伺いたいのです。要するに、給食費は２,０００円助成してい

ますよね。そのほかに物価高騰対策でも市で支出していると思うのです。ですから、お弁当を

持参する家庭に対して、多少なりとも助成を出せないか伺いたいと思います。 

○議長（青木敏久）  黒尾市民課長。 

○市民課長（黒尾明美）  私から、マイナンバーカードで印鑑証明が取れなかったという御

質問についてお答えしたいと思います。 

 まず、印鑑証明の発行につきましては、マイナンバーカードで取れるのはコンビニ交付にな

りまして、窓口で発行する場合には印鑑登録証の持参が必要になります。マイナンバーカード

だけをお持ちいただいても、まず取れないことになっておりまして、マイナンバーカードはコ

ンビニの交付のときに、そこでも暗証番号が必要になっておりますので、そちらを忘れてしま

っていますと交付手続が進まないことになりますので、以上のような御説明になります。よろ

しくお願いします。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは副食費について再質問にお答えしたいと思

います。 

 主食の提供には園での炊飯、衛生管理の負担が伴うために、園の運営状況や保護者の意向を

踏まえ判断することになります。現在のところ、特に要望等もないことから完全給食の予定は

今のところはございません。 

 議員の御意見につきましては、今後の参考にさせていただきたいと思います。なお暖飯機を

使用しているのかということですが、こちらは使用しております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  現在、給食費につきましては２,０００円の減額、それから

物価高騰対策の分を補助しているところで、お弁当に対する補助ができないかということであ

りますが、そちらにつきましては御意見としてお聞きして、今後検討してまいりたいと思いま

す。 

 なお、給食費につきましては、今、小学校が無償化とか、中学校が無償化ということも進ん

でおりますので、その辺の状況を踏まえながら検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ５番興野一美議員。 
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○５番（興野一美）  保育園の主食と、私の子供たちは、もう幼稚園を卒業して２５年まで

はたたないですけれども、２０年以上たちますけれども、私立保育園はその頃から完全給食で

したので、ぜひ実現できるよう、よろしくお願いいたします。 

 以上、終わります。 

○議長（青木敏久）  ほかにございませんか。 

 ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  ７番矢板清枝です。 

 令和６年度、決算総括質疑を通告に基づいて質疑させていただきます。 

 まず、行財政報告書１８ページ、過疎地域持続的発展計画。令和４年４月１日付で、南那須

地域が過疎地域に追加指定され、令和６年度は有利な財政措置を積極的に実施された内容につ

いてお伺いいたします。 

 行財政報告書３６ページ、都市間交流。災害時における相互応援協定を豊島区や和光市と締

結されていますけれども、コロナの影響を受け、交流をどのようにされているのか、内容をお

伺いいたします。 

 行財政報告書３７ページ、烏山線利用向上の取組についてお伺いいたします。烏山駅係員無

人化により、切符類の販売終了や駅構内のトイレ閉鎖などがあったが、行政、ＪＲ東日本大宮

支社、関係団体等で組織する利用向上委員会を設立し各種事業を展開したが、実績と効果につ

いてお伺いいたします。 

 行財政５１ページ、職員管理。那須烏山市次世代育成支援・女性活躍特定事業主行動計画に

基づきながら、職員が性別に関わらず働きやすく、ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場

環境の構築を目指すとあります。実績と効果をお伺いいたします。 

 また、行財政報告書５１ページ、職員研修、各年代の職員総数２１０名が６６講座の研修を

受講したとありますけれども、実績と効果をお伺いいたします。 

 続きまして、決算書４２ページ、園芸振興対策事業費、１,１６０万６,０００円、事業の詳

細と実績をお伺いいたします。 

 続きまして決算書、新規就農支援事業につきましては、髙木議員の質疑で了解いたしました

ので、質問いたしません。 

 決算書４７ページ、創業者支援事業、１５０万円。事業の詳細と実績をお伺いいたします。 

 決算書４７ページ、プレミアム付商品券事業の２,８０１万６,０５２円。事業の詳細と実績

をお伺いいたします。今、興野議員でも質疑がありましたが、私からも、これはあえて質疑さ

せていただきます。 

 決算書４８ページ、デジタル復元による城下町魅力発信事業費、１,０９８万９,０００円。
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事業の詳細と、実績をお伺いいたします。 

 最後の４８ページ、世田谷ふるさと区民まつり、自治体広告３万３,０００円。事業の詳細

と実績をお伺いいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  行財政報告書１８ページ、過疎地域持続的発展計画につい

てお答えします。 

 有利な財源措置といたしまして、過疎対策事業債を活用しております。ハード事業としまし

ては、橋梁補修事業を２か所、３,１９０万円。ソフト事業費としまして、広域病院負担金

３,５００万円。合計６,６９０万円を借入れしています。過疎対策事業債は充当率１００％、

交付税措置率は７０％であり、非常に有利な財政支援措置となっております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  行財政報告書３６ページ、都市間交流の御質問にお答えい

たします。 

 豊島区では、自然に触れよう！ いなか川遊び体験、こちらは令和元年が最後の年となりま

した。 

 和光市では、令和６年をもって小学生スポーツ交流、こちらが終了となっております。 

 今後の都市間交流の方向性については、令和７年３月、それと先月８月に、豊島区役所や和

光市役所の担当とそれぞれ意見交換を行いまして、まずは、豊島区で開催予定の令和７年度ふ

くろ祭り、こちらは１０月１１日から１２日に開催されるものです。 

 それと和光市で開催予定の２０２５和光市民まつり、こちらは１１月９日、こちらへのそれ

ぞれのキッチンカーなど、そういったものの参加を予定しております。 

 それと、本市で開催予定の市制２０周年記念第２１回那須烏山マラソン大会、こちらへの豊

島区民、和光市民の参加お願いをしているところでございます。 

 続きまして３７ページ、ＪＲ烏山線利用向上の取組についてお答えいたします。 

 令和５年度には、官民連携の下、ＪＲ烏山線開業１００周年記念事業実行委員会を設置し、

各種事業に取り組んでまいりました。１００周年が終了後も継続的な取組が必要であることか

ら、令和６年度からまちづくり課地域交通グループ内にからせん推進担当職員を配置し、ＪＲ

烏山線の利用向上に向けた取組を強化するとともに、新たに関係機関から構成された那須烏山

市ＪＲ烏山線利用向上委員会を設置し、ＪＲ烏山線に対する市民愛の醸成及び利用向上に取り

組んでまいりました。 
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 具体的には、アキュム導入１０周年記念イベントをＪＲ烏山駅前で開催したほか、市内開催

イベントと連携し、ＪＲ烏山線での来場を呼びかけるとともに、沿線の魅力づくり、報道機関

と連携した周知活動も積極的に行ってまいりました。 

 実績と効果については、ＪＲ東日本様から昨年度の平均通過人数がまだ公表されていないた

め、明確にはお答えできませんが、我々ができることを積み重ね、そして何より、こういった

ものを継続することが実を結んでいくものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  私からは行財政報告書５１ページ、職員管理と職員研修というこ

とで２点お答えさせていただきます。 

 まず、ＮＡ＋ＫＡ＋ＭＡプランに関しましては、市役所が事業主としまして、仕事と家庭の

両立や女性の職場活躍といった視点で幾つかの目標を掲げて取組を進めてまいりました。 

 その中から、令和６年度の実績で、代表的な項目を御紹介させていただきます。まず、休暇

取得の促進という項目を掲げてございます。これにつきましては、連休のとき、または、年末

年始のようなとき、そういったところを積極的に休暇をつなげまして、より年間取得の日数を

増やしていけるような全庁的な取組を推進しております。 

 その結果、職員１人当たりの年次有給休暇の取得日数が目標値年間１２日という目標を、月

に１日程度ということで１２日という目標を設定してございましたが、令和６年度につきまし

ては、１３.８５日という結果を得ることができました。 

 計画策定後、年々、徐々にではございますが、休暇取得が伸びているというような状況でご

ざいます。 

 また、もう一つ力を入れている点の一つでもあるのですが、男性職員の育児支援ということ

で、子供の出生に合わせて職員に対して個別に休暇制度の説明、また育児休暇等の取得意向の

確認を行った結果、男性職員の育児休業取得率、これを目標値５０％としておりましたが、

７５％という結果となりました。 

 ただし、育児休業につきましては男性も本来１００％を目指していきたいと思っております

ので、引き続き１００％を目指して我々も取組を進めていきたいと考えておりますので、御理

解をいただきたいと思います。 

 それと職員研修につきましては、市の職員研修は研修計画に基づきまして実施をしておりま

すが、大きく３つほどメニューを整理してございます。 

 １つ目は、各職位ごとに必要な能力を伸ばしていく、そのための階層別研修というメニュー。

２つ目は、それぞれの業務において高度な知識を習得するための専門研修、それと３つ目は、
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長期間職員を派遣するなどによりまして、より高度な専門知識を習得するための選択研修、そ

のようなカテゴリーに分けさせていただいております。 

 実施しました研修メニューにつきましては、行財政報告書５８ページから５９ページに記載

されてございます。 

 こちらの効果になりますが、地方公務員として必要となる関係法令や制度等の理解を深める

ことによる個人の能力アップということ、これはもちろん、ほかの自治体職員とのグループワ

ーク、また事例発表、そういったことも行うのですが、そういったものを通じて課題解決策と

いった知見を共有することで業務改善にも効果があったものと考えております。 

 私も研修を受けた際、ほかの自治体職員と同じような業務を担当していた場合ですと、やは

り悩みが一緒なのです。ですので、研修が終わった後も、場合によっては連絡を取り合ってお

互いに、知識の共有や意見交換をする、そのようなことでも研修の効果を感じたことがござい

ます。 

 研修を受けた職員に対しましては、受講後に研修復命書を作成させております。ただ受けた

だけということではなくて、それをいかにどう振り返るかも含めて研修だと思っております。

各職員からの復命書は私も全て目を通しておりますが、基本的には受けた研修を自分の業務に

活用できるというような復命を各職員が提出しているような状況でございます。 

 私からは以上となります。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  私からは決算書４２ページ、園芸振興対策事業費、１,１６０万

６,０００円の詳細と実績についてお答え申し上げます。 

 那須烏山市園芸振興対策事業費補助金交付規程に基づきまして、簡易なパイプハウスの設置、

果樹棚設置に対しまして補助するものでございます。 

 補助対象経費の２分の１以内といたしまして、補助限度額を１５０万円とするものでござい

ます。 

 ただし国県などの地方公共団体から補助金の交付を受けるときには、当該補助金を控除した

額を補助対象経費としてございます。 

 令和６年度の実績は、市内に住所を有します農業者１０名に対して交付をしてございます。

パイプハウス設置に関しましては７名の方に、果樹棚設置の農家には３名です。金額を申し上

げますとパイプハウス、７名に対しまして計７６４万円を交付してございます。果樹棚につき

ましては、３名の方に３９９万６,０００円を交付してございます。 

 補足ですが、市の補助制度と並行いたしまして、ＪＡなす南におきましても同様の補助制度

を行ってございます。 
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 補助率に関しましては、市は２分の１ですけれども、ＪＡは１０分の４、限度額は１５０万

円というようなものも併せて農家には交付されているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  私から４項目、回答させていただきます。 

 まず、１点目、創業者支援事業費の詳細と実績という御質問に対してでございます。 

 創業者支援事業費は、創業希望者への指導や支援を行う、こちらは那須烏山商工会を補助対

象として補助する事業でございます。 

 その補助に基づきまして行われている事業が、創業に必要な知識を習得する創業塾、マイビ

ジネス支援塾というのを開催いただいております。それと、創業希望者に低廉な料金で事業所

を貸すというのですか、事業をやっていただくチャレンジショップ那須烏山の運営でございま

す。 

 実績につきましては、マイビジネス支援塾に関しましては７回開催させていただきまして、

６名の方に受講いただきました。その中から１名創業が生まれております。 

 チャレンジショップ那須烏山に関しましては、こちらは現在、施設としては部屋が４部屋あ

る中３部屋に入居いただいていまして、事業を行っていただいているところでございます。 

 続きまして、プレミアム付商品券事業費の詳細と実績という御質問に対してでございます。 

 プレミアム付商品券につきましては、物価高騰の影響を受けた市民の生活支援並びに地域経

済の活性化を図ることを目的として実施させていただいております。 

 さらに、キャッシュレス決済の推進もそれも合わせて目的とさせていただいておりまして、

紙の商品券とデジタル商品券の併用で那須烏山商工会に行っていただきましたものに対して補

助をしております。キャッシュレス決済推進のために、デジタル分は紙よりもプレミアム率を

５％を高くさせていただいております。 

 実績でございますが、まず紙の部分につきましては、発行額ベースで６,０００万円分の商

品券を御用意させていただきましたが、そちらにつきましては、購入金額、こちら発行額ベー

ス、プレミアム分を含む分ですけれども、５,１１４万８,０００円を購入いただいております。 

 そのうち、実際に使用されたのが、５,８８５万２,０００円分、こちらも実際に使われたの

が、購入いただいた分の９９.５％でほぼ１００％近いものが使用されてございます。 

 デジタルの分につきましては、プレミアム分も含めました発行額ベースでは８,７５０万円

分の商品券が発行できる分を用意させていただきましたが、そのうち購入いただいた金額は、

先ほどの興野議員の質問のところにもありましたが５,０５０万円分でございました。使用額

につきましては、先ほど興野議員のところで申し上げましたので、省略させていただきます。 
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 こちらを実施した効果でございます。紙のもの、デジタルのもの、両方とも主に使用された

ところがスーパーですとか小売り店、あるいは食料品、雑貨店等でございます。 

 今回目的としておりました物価高騰の影響を受けた市民生活支援という面では、そういった

使われたお店のことを考えましても、目的が達成されているのではないかと思ってございます。

同様に、地域経済活性化にも、その分お金が使われているわけですから達成していると思いま

す。 

 また、デジタルの部分だけに関して申し上げますと、この事業を行う前と後では、コード決

済事業者だけに限りますが、使用できる店舗が増えている、同様にユーザー数も増加している。 

 それと、この事業をやる前の市内、市外の購入者の割合というのですか、市内の人がどこで

購入しているかという部分ですが、やはりこちらをやっている期間は市内の購入者が増えてい

るという実績がございます。そちらが実績となってございます。 

 デジタル復元による城下町魅力発信事業の詳細と実績でございます。 

 こちらは、烏山城跡や城下町の町割りをデジタル技術を活用しまして、実際に物は復元でき

ませんが、デジタルを活用して復元したものを見ていただこうということでございまして、Ａ

Ｒという技術を使いまして、ＡＲ難攻不落烏山城というコンテンツを作成させていただいてお

ります。 

 こちらはＡＲで見れるものですが、吹貫門のＣＧ動画ですとか、あとは再現、発掘調査で出

土した資料画像の再生、クイズを用いて烏山城の説明等をさせていただいております。 

 また、本市ゆるキャラも登場させまして、民話を交えた烏山城や城下まちの特徴の説明等を

させていただいております。 

 こちらの実績ですが、令和７年３月に実際に運用開始しておりますので、令和６年分として

はなかなか数としては出ていないのですが、ただ、３月にＡＲ操作体験会を実施させていただ

いておりまして、その操作の説明と併せて通常、このＡＲ技術を用いまして、現場でそういっ

たスマートフォンなどを活用しながら、解説やＣＧの復元動画などを見られるようになってご

ざいます。 

 参考までに、８月末までの実績、数字がありますが、本コンテンツを利用していた方が

４１３名いらっしゃいますということで、そちらが実績となっております。 

 また、こちらアンケート機能を一緒に入れておりまして、そのアンケートに答えていただい

た方におかれましては、満足、やや満足を合わせまして、このコンテンツに満足していただい

ている方が回答者の９２％ということでいただいてございます。 

 それと、せたがやふるさと区民まつりの自治体広告についてです。 

 こちらは毎年、那須烏山市ではお付き合いのある世田谷区のせたがやふるさと区民まつりに
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出展参加をさせていただいております。 

 こちら全部で、日本全国で３５団体が参加してございますが、そういった団体全てが、参加

料ではなくて広告の負担金ということで、パンフレットを世田谷区で作っていただきまして、

せたがやふるさと区民まつりの事前、あるいは当日、会場や、あとは商店街ですとか、区の施

設、そういったところで配布をいただいてございます。２万部印刷いただいたとお伺いしてお

ります。そういったものを作る際の負担金でございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  丁寧に回答いただきました。 

 再質問はないのですけれども、研修に関して職員管理の研修、また職員の管理と研修の部分

ですが、育児休暇、休業、男性も７５％の方が取れるような環境まで皆さんに周知がされて、

しっかりやっていただいていることが本当にありがたいと思いました。１００％を目指してい

くということですので、ぜひ皆さんが育児休暇、本当に僅かな期間でもいいですから、一緒に、

共に子育てをしていただけるような環境、またさらに、市でしっかり支援をしていただければ

と思っております。 

 研修に関しては、３つの職域階層別や専門や選択など、そういう部分でしっかり、いろいろ

な関係の法令などそういうものを学びながら自己研さん力、また他市町との交流をしっかりや

っていくということで、職員がレベルアップをされていることをお伺いしましたので、さらに

また、この研修を生かした内容を皆さんが持っていただいて、自信を持って、職員の仕事をし

ていただいて、より市民に還元されるようなことにしっかり生かしていただければありがたい

と思いますので、どうぞお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時１５分とします。 

休憩 午後 ０時１２分 

 

再開 午後 １時１５分 

○議長（青木敏久）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで、午前中に行われました４番堀江清一議員の質疑に関し、執行部より追加答弁がござ

います。 

 大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  午前中に堀江議員から質問いただきました市営バス運行の

答弁の際に、令和６年度の本市負担額は２路線合わせて、私のほうで８,０００万円何がしと
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いう答弁をさせていただいたのですが、原稿を読み間違っておりまして正しくは８５７万

２,３２７円です。棒読みで８５７２３２７です。 

 以上でございます。失礼いたしました。 

○議長（青木敏久）  質疑はございませんか。 

 ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  それでは、令和６年度決算の総括質疑をさせていただきます。 

 決算書１３ページ。デマンド交通運行管理費４,４３５万１,６３７円。その中のコールセン

ター業務、デマンド交通運行業務について伺います。 

 決算書１３ページから１４ページにかけまして、ＪＲ烏山線利用促進事業費６６４万

６,１０９円のうち、ＪＲ烏山線通学定期券購入費の３７５万７００円について詳細を伺いま

す。 

 決算書１４ページ、住宅リフォーム助成事業費、４８３万６,０００円について詳細を伺い

ます。 

 決算書１５ページ、自衛官募集事務費、４万２,０５５円について詳細を伺います。 

 決算書４６ページ、森林環境整備促進基金積立金、１,８６４万５,０００円について詳細を

伺います。 

 決算書４６ページ、栃木県森林クラウドシステム保守管理業務、１４万７,４００円につい

て伺います。 

 行財政報告書４８ページ、観光協会支援事業費事務委託料、フィルムコミッション業務

１９０万円については、先ほど前の議員の答弁がありましたので、省略させていただきます。 

 行財政報告書５８ページ、職員研修実施状況、令和６年度分。先ほど同僚議員からも質問が

ありましたが、どのような研修を行っているか、詳細な説明をお願いいたします。 

 行財政報告書６２ページ、人事評価制度、表のア、イについて詳細な説明をお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  それでは、２点御質問いただきましたので、お答えいたし

ます。 

 決算書１３ページ、デマンド交通運行管理費についてですけれども、まず、コールセンター

業務、１,２６４万５,６００円ですが、デマンド交通は運行区域を３地区設けております。 

 予約や各種問合せ、利用者情報の管理、各地区受持ち事業者への配車指示を行うため、コー

ルセンターを運営しております。こちらの年間委託料が先ほどの額となります。 
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 これらの運行経費に対しまして、令和６年度は５２８万５,０００円の国庫補助を充当して

おります。 

 次に、デマンド交通運行業務３,１６９万８,９８１円ですけれども、令和６年度は、これま

で同様、市内を３地区に分け、土日祝日を除く２４３日の運行を実施しております。 

 令和６年度の利用者数は、全体で１万５,９１５人と多くの方に御利用をいただきました。 

 御質問のデマンド交通運行業務費ですけれども、運行に必要な委託料がほとんどであり、そ

のほかは通信料などの費用となっております。委託料の内訳としましては、運行業務委託料の

南那須地区には１,０４５万７,００５円。烏山Ａ地区には１,０７４万８,８９８円。烏山Ｂ地

区は１,０４９万３,０７８円が、これらの費用ですが、運賃収入分を控除した各事業者への実

際の支払い額となります。 

 デマンド交通は多くの高齢者などの日常移動に活用されておりますので、引き続き、関係各

所と連携して、安定的な運行を実施してまいります。 

 続いて、決算書１３ページ、１４ページ、ＪＲ烏山線利用促進事業費についてお答えいたし

ます。 

 この制度は、ＪＲ烏山線の利用向上及び県立烏山高等学校への入学者の確保を目的に、ＪＲ

烏山線を利用して高等学校などに通学する児童生徒の保護者に対し、定期券購入費のうち、Ｊ

Ｒ宝積寺駅からＪＲ烏山駅までの烏山線区間にかかる費用の４分の１を補助するもので、令和

５年度から令和７年度までの３か年事業です。 

 市民が市内外の高等学校などに通学する場合と、市外から市内の高等学校などへ通学する場

合に対象となります。 

 令和６年度の実績ですが、実人数で２６４人。そのうち烏山高等学校の生徒は６４人となり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  菊池都市建設課長。 

○都市建設課長（菊池章夫）  私からは、決算書１４ページの住宅リフォーム助成事業費に

ついてお答えいたします。 

 住宅リフォーム助成事業は、市内施工業者を利用して、３０万円以上の住宅の改修工事を行

う場合、補助対象経費の１０％、上限１０万円を助成する制度でございます。 

 令和６年度は５４件の申請に対しまして、４８１万９,０００円の助成金を交付いたしまし

た。 

 これと、申請者との事務上のやり取りのための郵送料１万７,０００円を加えた、４８３万

６,０００円となります。 



令和７年第４回９月定例会 第５日 

－255－ 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  それでは、私から３点ほど、お答えさせていただければと思いま

す。 

 まず、決算書１５ページ、自衛官募集事務費の内訳についてでございます。こちらにつきま

して、４万２５５円の支出がございますが、中身としましては、大きく２つでございます。ま

ず、一つが消耗品代ということでボールペンを購入した経費が３万２５５円。それと、栃木県

防衛協会に対する負担金ということで１万円を支出して、合計この金額となってございます。 

 なお、ボールペンにつきましては、はたちを祝う会においてノベルティーとして配布させて

いただいております。 

 また、自衛官募集事務費は国からの委託を受けて事務を行っている状況でございますが、行

財政報告書７８ページにも記載してございますが、令和６年度につきましては１名の方に入隊

いただいたというような実績でございます。 

 それと２つ目職員研修の実施状況、行財政報告書の５８ページでございます。 

 こちらにつきましては、先ほど矢板議員にも少しお話をさせていただいたところでございま

すが、研修の体系につきましては大きく３つ、階層別研修、専門研修、選択研修、そのような

分け方をさせていただいて、それぞれ職員ごとに受講をさせているような状況でございます。 

 滝口議員からはどのような研修を行っているのかということでございますので、研修のメニ

ューにつきましては、行財政報告書にかなり多くメニューが載っているところなのですが、例

えばとして、近年、時代に合わせて取り入れられたような研修、例えばダイバーシティー時代

の管理職研修、またＳＤＧｓ研修、こういったものに関しましては、そういった時代に合わせ

て新たに取り入れられた研修になってございます。 

 それ以外のメニューにつきましては、行財政報告書を御確認いただければと思います。 

 それと３点目、行財政報告書６２ページの人事評価制度でございます。 

 こちらにつきましては、まず、アにつきましては、本市の人事評価制度は業績評価と能力評

価、この２つに分けられておりまして、資料のアの部分につきましては、この業績目標の目標

について、それを難易度別に集計したものとなってございます。 

 職員は、１人当たり４つから５つ業務目標を設定しまして、それぞれの一つ一つの事務に対

して、難易度をＳからＣの４段階に区分しております。Ａが困難な業務、Ｂが標準的な業務、

Ｃにつきましては簡易な業務なのですが、特にＳ、特に困難な業務で、資料を見ていただくと

０％で該当がないという形になっております。 

 特に困難な業務がどういったものかということになるのですが、先進的で他自治体に先駆け
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て行うような目標、もう少し具体的に言いますと例えば未知の課題であったり、長年の懸案事

項を解決するもの、また、極めて多大な業務量が見込まれる目標、極めて大きな経費削減や事

務改善が見込まれる目標、そういったものをＳということで、目標設定の難易度に定めさせて

いただいておりますので、御理解いただければと思います。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  私から決算書４６ページ、栃木県森林クラウドシステム保守管理

業務の御説明を申し上げます。 

 こちらは令和３年度から運用が開始されてございます。背景といたしましては、栃木県が主

体となりまして、県、市町、林業事業者体で管理をしておりました森林情報をクラウド上で一

元的に管理するＧＩＳシステムでございます。 

 年間保守管理費を県と市町で折半し、当該システムを利用している県内２０市町が森林環境

譲与税の配分額を基に負担額を算定し、その結果といたしまして本市で収めます算定された金

額が１４万７,４００円となるものでございます。 

 もう１点、森林環境整備促進基金積立金１,８６５万４,０００円の件でございます。 

 こちらの原資は森林環境譲与税でございまして、大本は国民１人当たり年間１,０００円の

森林環境税の収入を元に移譲されるものでございます。配当の時期は９月期、３月期の年間

２回でございます。 

 譲与基準につきましては、各市町の私有林の人工林面積が５０％、林業就業者数が２０％、

人口が３０％をもとに案分されてございます。 

 令和６年度に関しましては、通常９月期、３月期、同額で譲与されるものなのですが、令和

６年度に限りましては、３月期につきましては前もって御提示があった額から３５万

２,０００円減額されて譲与されてございます。 

 結果的に市が３５万３,０００円を一般財源から補填をいたしまして、総額１,８６４万

５,０００円を基金に積み立てたものでございます。 

 減額の理由に関しては、定額減税が執行されたことによる影響であるという旨の説明は受け

ておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  先ほど私の人事評価の説明の中で、アの部分は説明させていただ

いたのですが、イの部分が抜けておりましたので、大変失礼いたしました。 

 イの部分につきましては、業績評価と能力評価の結果を合わせた最終評価、三次評価と言っ
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ておりますけれども、こちらの分布を示させていただいたものでございます。 

 最終評価の三次評価は、業績評価と能力評価の合計点によって決定されまして、評価３が標

準になるのですが、評価３は、点数で言いますと９１点から１０７点の幅に入っている点数が

標準ということになります。 

 令和６年度の結果では、評価３、標準となった職員の数が最も多く、全体の半数以上を占め

ている状況でございます。 

 次いで、標準より高い評価４、優秀という評価になるのですが、こちらが比較的多く分布し

ておりまして、大部分の職員は４評価と３評価、この２つの区分のところに位置しているよう

な状況でございます。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  おおむね了解させていただきました。 

 １点だけ、すみません。栃木県の森林クラウドシステムというのは、とちもりマップのこと

でよろしいのでしょうか。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  こちらは、今、議員がおっしゃったものではなく、パスコで開発

したＧＩＳシステムでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  了解いたしました。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  それでは質疑の通告書に基づきまして、質問させていただきます。 

 まず、最初に行財政報告書の１６１ページ、こども館でございます。取組の状況について伺

いたいと思います。 

 次に、２１４ページ、各小中学校のスクールバスの運行状況について伺いたいと思います。 

 次の決算書の歳入の１２ページについては、同僚議員から質問があり、回答を聞きましたの

で、これは結構でございます。 

 次に、決算書の歳出の７ページです。土地購入費、１,３１３万６,５００円、取得したとい

うことですが、土地の場所はどこでしょうか。 

 次、８ページです。烏山、南那須両庁舎の光熱水費が１,１５０万円ほどかかっていますが、

これについての経費節減についての状況などがございましたらば教えてください。 
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 １２ページの道路反射鏡の新設工事、箇所数はいかほどでございましょうか。 

 次、１３ページ、補助金、生活バス路線維持費１２８万４,０００円ですが、内容について

教えてください。 

 次１４ページです。自治会振興交付金。行政区事務協力報償金、おのおのの内容についてお

願いします。 

 ２１ページ、民生委員児童委員活動助成金のうち、費用弁償分が４３５万１,０００円あり

ますが、この内容について教えてください。 

 ２２ページ、特定疾患者福祉手当給付金１,０００万８,０００円の内容について、人数等が

分かりましたら教えてください。 

 それから７３ページです。烏山城跡整備業務、１５８万６,０００円の内容について伺いた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは行財政報告書１６１ページ、こども館の取

組状況、また現状ということでお答えしたいと思います。 

 令和６年度の取組状況につきましては、１６１ページに記載のとおり、こども館事業実施状

況ということで記載させていただいております。 

 こども館の現状でございますが、こども館は、昭和４３年に栃木県が烏山青年の家として開

設しまして、平成１９年に市が無償譲渡を受け、こども館としての運用を開始いたしました。

しかしながら、こども館は築６０年近くたっておりまして、老朽化がかなり進んでおります。 

 また、旧耐震構造でありまして、敷地の一部が土砂災害警戒区域に指定されていることなど

から、現在は休止とさせていただいているところでございます。 

 今後は老朽化した公共施設の統廃合及び再編再配置に関する議論の中で、その他公共施設と

の複合化に向けて検討を行うこととしております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私からは小中学校スクールバスの運行状況について、お答え

いたします。 

 運行状況につきましては、令和６年度は直営が１台、市有バス運行委託が１２台、民間委託

が１７台となっております。 

 バスの区分につきましては、中型バスが１０台、マイクロバス１６台、ワゴン車が４台、合

計で３０台となっております。 
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 児童生徒の利用人数は、令和６年度は７５８人、年度によって転出や転入などで変わってし

まうのですが、基本的に７５８人、全体で５２.３％となっております。 

 運行コースにつきましては、全部で３５コースあります。 

 以上になります。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  決算書１３ページ、補助金の生活路線バスについてお答え

いたします。 

 この補助金ですが、関東自動車様が運行する民間バス路線、氏家馬頭車庫線に対し、栃木県

と沿線市町のさくら市、本市、那珂川町とが協調しまして、いわゆる赤字分に対しまして補填

をするための補助金となります。 

 この補助金ですが、栃木県バス運行対策費補助金に基づき実施しております。令和６年度は、

県から沿線市町に対して１,１５６万円の補助が出されております。本市は路線延長のキロメ

ートル割で１２８万４,７７４円を支出しております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  それでは、私から４点ほどお答えさせていただきます。 

 まず、決算書、歳出７ページの土地購入費でございます。 

 こちらにつきましては大金地内の土地になりまして、市道田野倉１号線及び職員第２駐車場

用地として、これまで借りていた土地につきまして、用地交渉の結果、購入できたものでござ

います。 

 それと２点目の決算書８ページ、烏山、南那須庁舎光熱水費の経費削減についてでございま

す。電気料金につきましては、例えば照明はお昼の時間は消灯するとか、空調も稼働させるた

めには基準を設ける、そういったことで、これまでも節電に努めてきているところでございま

すが、現在の水準になったのは、令和４年度にかなり大幅な電気料の引上げがございまして、

その段階で、一度金額的には跳ね上がっているというような状況でございます。 

 実際の電気を使っている量につきましては前年同期と比較しても、それほど大きな変動はな

いというような状況でございますので、引き続き、例えば職員が１人しか残っていないのに部

屋全体のエアコンがついているとか、そういったことがないように地道なことかもしれません

が、節電に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それと３点目、決算書１２ページの道路反射鏡新設工事の箇所数でございます。 

 新設工事、令和６年度につきましては、５か所ほど工事を行いました。具体的には、大桶地

内、藤田地内、旭１丁目地内、野上地内、野上地内につきましては、２か所で、５か所の整備
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となってございます。 

 それと決算書１４ページ、自治会振興交付金、行政区事務協力報償金のそれぞれの内容にな

るのですが、まず、１つ目、自治会振興交付金につきましては、自治会活動を支援する、これ

を目的に、９８の自治会に対し均等割が３万円。それに当該自治会の加入世帯数に３００円を

掛けた世帯割、この均等割と世帯割を合算した額を交付しているものでございます。 

 また、もう一つ、行政区事務協力報償金、こちらにつきましては、各行政区内の各自治会長

に対して、行政区長、副行政区長を委嘱するとともに、市から各種依頼をしております事務の

処理に対する対価として、正行政区長を委嘱した自治会長の属する自治会には、当該行政区内

の自治会の加入世帯数に応じた基本額があるのですが、それに当該自治会の加入世帯数に

１００円を掛けた世帯割、これを加算した額を交付しておりまして、一方で副行政区長を委嘱

した自治会長の属する自治会には、４万円を基本額とし、当該自治会の加入世帯数に１００円

を掛けた世帯割を加算した額を交付しているものでございます。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  では私より、健康福祉課に関わるものを２点ほど回答させてい

ただきます。 

 まず、決算書の歳出２１ページ、民生委員児童委員活動助成費、費用弁償についてでござい

ますが、こちらは民生委員活動に必要な経費を費用弁償として支給しているものでございます。

令和６年度支出額の４３５万１,０００円の内訳としましては、会長には年額７万１,２００円。

副会長には年額６万２,２００円。各委員には、年額６万２００円を年３回に分けまして支払

いまして、別に県主催の新任中堅民生委員研修に参加した委員に対して別途費用弁償を支払っ

ております。 

 続きまして、２２ページ、特定疾患者福祉手当給付費でございますが、こちらは国県が指定

した原因不明で治療法が確立していない難病に罹患した者、またはその保護者を支援するため

の手当になっております。 

 栃木県が発行する特定医療費受給者証、または小児慢性特定疾病医療費受給者証が交付され

た方が対象で、本市では１人につき月４,０００円を支給しております。令和７年３月末現在

で２１９人の受給者となります。 

 支給状況は、行財政報告書の１１０ページに記載しておりますので、そちらを御覧いただき

たいと思います。 

○議長（青木敏久）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  烏山城跡整備業務についてお答えいたします。 
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 こちらは１年を通して史跡を活用するために、通路等の草刈りや強風等で倒れた倒木の撤去

を行っております。環境整備は、年間でおおむね１００日程度、その半分を業務委託でお願い

しまして、あとの半分は職員で行っております。 

 なお、那珂川県立自然公園であるため、動植物の生態系に配慮しまして環境整備を行ってい

るところでございます。 

○議長（青木敏久）  １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  おおむね、ありがとうございました。 

 何点か確認させていただきます。 

 まず、２１４ページのスクールバスなのですけれども、利用率が５２.３％とおっしゃいま

したが、これは他市のスクールバスの利用状況に比べると、どういう状況、どういう数字なの

か分からないので、多いのか少ないのか、何とも判断できないのでその辺の見解を教えてくだ

さい。 

 それから、土地購入費がございました。７ページの土地購入費、大金地内大金田野倉線、広

さを聞き漏らしたのですけれども、広さをすみません。 

 烏山、南那須庁舎の光熱水費については、さらなる経費節減に努められればいいかと思いま

す。 

 すみません、それと１４ページの自治会長、いわゆる正行政区長に対する基本額が、また、

聞き漏らしたのかと思いますが、ということで、それと最後に烏山城跡なのですけれども、相

変わらずいろいろな道路の整備とか、非常にごちゃごちゃになっているのは御存じだと思うの

ですけれども、そういったところの整備については前年度はやっていないということでよろし

いですか。できないのですか、その辺を教えてください。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  お答えします。 

 他市町と比較して多いのか少ないのか、大変申し訳ないのですが、そこまでは調べておりま

せん。 

 ただ、本市の場合は通学の条件が小学校が２キロメートル以上、中学校が４キロメートル以

上、国の標準にいくと小学校は４キロメートル以上、中学校が６キロメートル以上という条件

になっておりますので、本市は優遇しているというか、そういったことを考えると利用は多い

のではないかと考えております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  それでは、まず土地購入費、こちらの面積でございます。面積に
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つきましては、２,０２１平米という面積になります。 

 それともう１点、正行政区長の基本額についてでございます。これにつきましては４段階ほ

ど幅がございまして、まず、世帯ごとに金額が変わっております。５０世帯以下ですと６万円。

５１世帯から１００世帯までが７万円。１０１世帯から１５０世帯が８万円。１５１世帯以上

で９万円が基本額となります。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  通路整備につきましては環境整備のみでして、大がかりな

工事等は行っておりません。 

○議長（青木敏久）  １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  分かりました。 

○議長（青木敏久）  ほかにございませんか。 

 １１番田島信二議員。 

○１１番（田島信二）  全部、決算書から質問いたします。 

 歳入の５ページ、法定外公共物使用料、１,７０７円。 

 ６ページ、屋外広告物許可手数料、１１万９,８３０円。 

 ８ページ、文化財調査費補助金、５４０万円。 

 １０ページ、松くい虫防除事業費補助金、４２万円。 

 歳出の４６ページです。水産業振興費補助金、カワウ等捕獲活動支援事業、１４万

４,７８９円。 

 ５０ページ、那須烏山市道路愛護会、１００万円。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  私から３点、お答え申し上げます。 

 まず、決算書、歳入５ページでございます。法定外公共物使用料の１,７０７円の件でござ

います。 

 こちらは横枕の昔のゴルフ場の跡地に、ＳＪソーラー那須烏山発電所が建設されまして、そ

こで発電された電力を送電するための送電線が山の中を通って、林道大沢上境線のところで大

沢側に架かっております大沢橋の橋桁部分にケーブルが添架されております。その添架されて

いるものに対しての法定外公共物使用料として年間１,７０７円になってございます。 

 ２つ目でございます。決算書１０ページ、松くい虫防除事業費補助でございます。 

 こちらの内容といたしましては、衛生伐、既に松くい虫の被害に遭われた木を伐倒や搬出、
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破砕、焼却、薬剤処理などをするものに対する補助でございます。こちらは国５０％、県

５０％の補助でございます。 

 ３つ目でございます。歳出の４６ページ、水産業振興費補助金、カワウ等捕獲活動支援事業、

１４万４,７８９円でございます。 

 まず、一つにカワウの捕獲がございます。一羽当たり１,０００円で、４１羽の実績で４万

１,０００円。あと外来魚捕獲に対する補助でございます。こちら１キログラム当たり

３００円、３４５.９６５キログラムで約１０万３,７８９円。合わせまして、１４万

４,７８９円となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  菊池都市建設課長。 

○都市建設課長（菊池章夫）  私からは２点についてお答えいたします。 

 決算書６ページ、屋外広告物許可手数料に関しましては、屋外広告物の設置に関する許可、

更新及び変更の審査に係る手数料となります。 

 決算額につきましては、新規２件、更新１９件の審査手数料で１１万９,８３０円となって

ございます。 

 続きまして、決算書５０ページの那須烏山市道路愛護会、１００万円に関しましては、市内

道路環境の保全及び普及を図ることを目的とし、自治会ごとに道路の清掃や除草等を実施して

いただく道路愛護会への補助金となります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  文化財調査費補助金についてお答えいたします。 

 この補助金は２つの補助金に分かれていまして、１つ目は、市内遺跡発掘調査等事業といい

まして、曲畑遺跡発掘調査報告書の作成のための基礎資料の整理と、市内に３４か所あります

城館跡の測量図作成と、三箇地内の東山道跡の遺跡確認調査で４３３万８,０００円が一つの

補助金になります。 

 ２つ目は、烏山城跡保存活用計画策定事業で、計画策定に係る基礎資料の図表の整理や、調

査指導委員会の開催、計画書と概要リーフレットの作成及び印刷製本で１０６万２,０００円

で合計５４０万円の補助金になります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  １１番田島信二議員。 

○１１番（田島信二）  カワウの捕獲数は、年間何羽と決まっているのですか。 

○議長（青木敏久）  小口農政課長。 
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○農政課長（小口正一）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 こちらにつきましては、カワウは猟友会での結果でして、行財政報告書の中に、先ほど申し

ましたとおり４１羽の実績ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  １１番田島信二議員。 

○１１番（田島信二）  分かりました。 

○議長（青木敏久）  ほかにございませんか。 

 １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは、今から質疑を行いたいと思います。 

 まず、決算書の１ページ、２ページ、そのほかにもあるのですけれども、子ども手当、児童

手当となっております。平成２４年３月３１日をもって子ども手当が廃止されまして、４月

１日からは児童手当に移行している現状があるかと思うのです。ということは国のそういうも

のではなくて、子ども手当、児童手当というものを市独自でやっているのかと思いますので、

その辺のところを御説明いただければと思います。 

 あとは行財政報告書なのですが、順番がばらばらになって申し訳ないのですが、まず

１０９ページ。民生委員児童委員の数が、定足数に達していないのかと思います。それには、

年齢制限ももしかするとあったかと思っておりますので、定数不足に対する考え、年齢制限な

ども含めて、どういうふうになっているのかについてお伺いします。 

 次、３２ページになりますが、土地開発基金の中に、土地ということで６,１５７万

１,０００円分がございます、これは多分、駅前の土地を購入しまして、その後、バスを洗う

ものを解体したり、フェンスをかけたり、そういうようなことがあって、６,１５７万

１,０００円になっているのだと思うのですが、その辺の内訳について、お知らせをいただけ

れば。続いて１２２ページ、地域ケア推進会議というのがございまして、前年度が出ています

けれども、延べ出席者数が半分以下になっているということで、これは多分内容の違いで半分

以下なのかと、同じようなことであれば半分以下にはならないのかなということで、その辺の

内容についてお尋ねします。 

 １２４ページ。オリジナルの食育教材ですか。食育ランチョンマットと、これはこども課な

のかと思うのですが、１年生には配ると。そうすると、１年生は６年生までずっと使うのでは

ないかと思うのですが、果たして１年生でもらって６年までもつのかどうか。そして、もしぼ

ろになってしまったら、どういうふうに、購入できるのかなと、そういう、例えばうちでも買

いたいのだけれどもなどという声はないのかどうか。配るだけではなくて、他に活用ができる

ためには幾らか余分に作っておかなければならないのではないかと思いまして、その辺の取組
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についてお伺いしたいと思います。 

 ２４３ページ、２４４ページになるのですが、野外のガイド派遣等の支援事業と化石発掘隊

ということで、ジオガイドがおりまして、いろいろなところに派遣されて支援をしていただい

ているということでございます。 

 どんな育成等をしているのか。化石発掘隊などに、そういうジオガイドも参加して、また、

発掘した化石を持ち帰ることができるのか、その辺のところをお伺いいたします。 

 ２９４ページになりますが、保育園の嘱託医と嘱託歯科医はあるのですが、小学校などそう

いうところには嘱託薬剤師はどうもいるようでございます。保育園だけはどうもいないので、

保育園に嘱託薬剤師がいないのは法令上何かあるのかと思うのですが、保育園にいないことで

問題になることはないのかどうか、その辺について。 

 次、３５ページになりますが、これはまちづくり課の施策の中なのですが、アルミ缶、スチ

ール缶、一升瓶や四合瓶、そういうものを収集して障害者施設に持っていっているのではない

かと、そういう事業内容が書かれていない。このようなことで、その辺がどうなっているのか、

お伺いしたいと思います。 

 ６８ページになります。財産で土地として山林が６,２７６平米増えております。これはも

しかすると相馬議員が言った財産管理の１,３１３万６,５００円なのかと思ったのですが、そ

れは２,０２１平米だということで、そうすると６,２７６平米とは少し開きがあるものですか

ら、どんな場所で、どんな目的で購入したのか、その辺について、また、単価についても、お

知らせいただければと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  それでは、総務課から２点ほどお答えさせていただきます。 

 まず、児童手当、子ども手当についてでございます。 

 こちらにつきましては、市独自の子ども手当かというお話もいただきましたが、そういった

ものではなくて、児童手当を支給しているという内容でございます。 

 児童手当につきましては、３歳未満につきましては月額１万５,０００円、３歳以上から高

校生年代までは１人につき月額１万円を支給しているものでございます。 

 また、議会費から総務費、そのほかにもということでございましたが、全て職員の人件費に

記載されている児童手当、子ども手当につきましては、同じように内容としましては児童手当

になりますので、御理解をいただければと思います。 

 また、最後に財産のところで山林が６,２７６平米増えているということで、こちらの内容

になるのですけれども、こちらにつきましては対象地が中央３丁目地内で、烏山城跡が国指定
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史跡の指定を受けたことに伴いまして、指定区域内の地権者の方から寄附を受けた内容でござ

います。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  健康福祉課に係るものを３点お答えいたします。 

 まず、行財政報告書１０９ページ、民生委員児童委員の年齢制限、定数不足の対策について

でございますが、民生委員児童委員につきましては、今年度一斉改選の年になります。 

 年齢制限につきましては、今まで民生委員は、新任再任ともに７８歳未満、主任児童委員は

７５歳未満という制限がありましたが、今年度から民生委員は年齢制限が緩和されまして、

７５歳以上でも、ほかに年齢制限を満たす適任者がいないこと、本人の同意と意欲があること、

健康状態に問題がなく、今後の活動に支障がないことを条件に推薦が可能になりました。 

 主任児童委員は、新任再任ともに７５歳未満に年齢が引き上げられております。 

 現在、本市の民生委員は定員７７名のところ、７３名と定数不足ではありますが、今回の一

斉改選に当たりましては年齢制限が緩和されたことにより、選任しやすくなります。 

 自治会長から民生委員児童委員として推薦いただいていますが、まだ欠員地区がある状況で

す。引き続き、自治会長と連絡を取り、欠員解消に努めてまいります。 

 １２２ページ、地域ケア推進会議の延べ出席者数の件でございますが、こちらについては令

和６年度の延べ人数４２人に対し、令和５年度の延べ人数が１１４人と多かったところでござ

います。 

 その理由としましては、令和５年度は通常の地域ケア推進会議に合わせまして、社会福祉協

議会が開催しました、みんなで「つながり・ささえあい」の地域をつくる研修会を同時開催し

たことにより、参加者が増えたためでございます。 

 なお、当該研修会では、御近所福祉クリエーターの酒井保様を講師に迎えまして、地域で住

民主体による身近で自然なつながり、支え合い活動の大切さを一緒に考え、地域活動の再開に

向けた意識を高めることを目的としまして、研修を行ったところでございます。 

 もう１点、１２４ページのオリジナル食育教材ランチョンマット、こちらは健康福祉課にな

ります。そちらもお答えさせていただきます。 

 食育ランチョンマットは、食事の基本となる配膳の位置と主食、主菜、副菜がそろったバラ

ンス食の普及啓発を目的に、平成２９年度に食育講座等で活用を開始しまして、令和２年度か

ら小学校１年生を対象に配付し、給食時や食育に関する事業等で活用してきております。 

 令和５年度からは配付時期を就学時健康診断時に早め、入学準備品として保護者に配付し、

入学前から家庭でも配膳位置等を確認できるようにしております。 
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 今後も、より多くの場で活用してもらえるよう、栄養教諭等とも連携を深めていきたいと考

えております。 

 なお、予備でございますが、５０枚程度はございますので御相談いただければ対応は可能で

ございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  行財政報告書３２ページ、基金についてお答えします。 

 土地開発基金の土地の所在と金額の内訳を申し上げます。場所は、烏山駅駅前広場付近で土

地は４筆ございます。 

 所在については、南２丁目９８４番の６、９８４番の８、９８４番の９。１０２９番の２と

なります。金額の内訳については、土地代金が５,２１２万３,５００円。物件補償が９４４万

７,９７７円であります。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  行財政報告書の２４３ページ、野外ガイド派遣等支援事業

についてお答えいたします。 

 ジオガイドは現在１８名おります。そのうち、令和６年度に実際にガイドしてもらったもの

は７名おります。 

 メンバーは、なすからジオの会プチェーロという任意の団体がありまして、ふれあいガイド

の会などに所属しております。 

 また、どこで育成等をしているかについては、令和６年度については、新規のガイド養成講

座と既にガイド活動を行っているメンバーのスキルアップを兼ねた講座を開催しました。 

 観光ガイド養成講座を必須項目としたほか、選択講座としてジオパーク構想教室、文化財巡

り、公民館講座なすからサロン、なすからジオ教室、これは化石発掘隊というのですけれども、

などを開催しております。 

 次の行財政報告書２４４ページ化石発掘隊の関係で、持ち帰りができるのかや、ジオガイド

も参加しているのかなどということで、化石をお持ち帰りすることはできます。ただし、化石

はジオサイトに落ちているもので、必要最低限のものを採取しております。崖を直接崩して取

り出すという採取は禁止しております。 

 また、ジオガイドもガイド養成の一環としてガイド内で情報共有し、参加しております。今

年度は、昨年度のガイド養成講座の受講者に、なすからジオ教室での化石発掘隊や文化財巡り

で案内や説明を行ってもらう実地研修を行っております。 
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 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  私からは行財政報告書２９４ページの保育園嘱託医、嘱託歯科

医の表中、嘱託薬剤師を選任していない理由と、いないことで問題にならないかということに

お答えします。 

 保育園につきましては、児童福祉法及び児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第３３条

により、嘱託医、歯科医の配置は義務づけられておりますが、薬剤師の配置は義務になってお

りませんことから、特に配置をしていないところでございます。 

 幼稚園につきましては、学校保健安全法に基づき薬剤師の配置が義務づけられておりますの

で、配置しているところでございます。 

 なお、今年度開園しました、なすからこども園につきましては、認定こども園法によりまし

て、薬剤師の配置が義務づけられておりますので選任してございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  行財政報告書３５ページ、まちづくり課の中でアルミ缶、

スチール缶、一升瓶の収集量について御質問をいただきましたので、お答えいたします。 

 アルミ缶、スチール缶、一升瓶につきましては、障害福祉サービス事業所のすずらん及びあ

すなろ並びに社会福祉法人みつわ会から資源ごみ受入れに関する要望書が毎年提出されており、

ごみステーションから収集したアルミ缶、スチール缶、一升瓶につきましては、要望書に基づ

き、福祉サービス向上の観点から、それぞれの事業所に提供しております。 

 令和６年度の収集量ですが、まず、アルミ缶の収集量ですが、保健衛生センターへの直接搬

入が７８０キログラム、ごみステーションから障害福祉サービス事業所への搬入が２万

４,３７０キログラム。そのほかに資源ごみ回収団体などの回収量が１万４,２００キログラム

となっており、合計収集量は３万９,３５０キログラムでございます。 

 続いて、スチール缶の収集量ですが、保健衛生センターへの直接搬入が２,２９０キログラ

ム、ごみステーションから社会福祉法人みつわ会への搬入量が２万２２キログラム、そのほか

に資源ごみ回収団体などの回収量が２,９３９キログラムとなっており、合計収集量は２万

５,２５１キログラムとなります。 

 最後に、一升瓶の収集量ですが、保健衛生センターへの直接収入量につきましては、一升瓶

は瓶類の区分が茶色の瓶に含まれることから、一升瓶の収集量につきましては、不明でござい

ます。 

 ごみステーションから障害福祉サービス事業所への搬入量は９,３０８本、そのほかに資源
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ごみ回収団体などの回収量が１,１１０本となっており、合計収集量は１万４１８本となりま

す。 

 議員がおっしゃるとおり、福祉施設の取組、こういった紹介をすることも大変大切なことだ

と思いますので、令和６年度の行財政報告書作成の際は、記載できるように準備を進めたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  いくらか確認しながらいきたいと思います。 

 そうすると、まず１ページの、子ども手当、児童手当は児童手当なのだと、単純に、まずそ

ういうことで、では子ども手当となぜ書いてあるのというところなのですが、いかがですか。 

○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  一時期、児童手当が子ども手当ということで名称が変わりまして、

また、児童手当に戻ったというような経過がございます。 

 その時の表現が残ってしまっていたのかと思っておりますので、令和８年度の予算編成に向

けて、名称は修正をさせていただければと思っております。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  民生委員児童委員、これについては、年齢制限が幾らか緩和される

と、今自体も高齢ですから、緩和されないといなくなってしまうというようなところがござい

ます。なかなか難しいのだと思うのですが、皆さんによくお願いしてもらえればと思います。

これ、結構面倒くさいのです、私もやったことがあるので、大変なのかと思います。よろしく

お願いして、あとはランチョンマットなのですが、予備が５０枚程度あるのだよと。幾らにな

るかは分かりませんが、せっかくなので、そういうものを作ってあって予備があって、御家庭

でもしお使いになるようなことがあれば、幾らでお譲りしますよというようなものをホームペ

ージ等に、持って行って、やはり、子供だからこぼしたりなどして洗ったりということになる

のかと思うのです。そういう予備のために、もらうから、ただなのだというのですけれども、

そのほかに必要であればありますよ、その代わり幾らですよというような、また、別な方も何

ならおうちで小さい子供でも何でも、もしあれでしたら使ってみてくださいなどというのがあ

ればいいのではないかと思うので、その辺も考えていただければということで要望したいと思

います。 

 薬剤師のことになりますが、やはり法令上の薬剤師が要らないということであっても、幼稚

園で必要だと、では保育園で必要ないと、やはり、たまたまそれは法令で抜けているだけだと
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思うのです。 

 子育て世代を一生懸命支援するのだとか、何とかというのであれば、こういうところも含め

て支援すべきではないのかと思うのです。その点について御意見をいただければと思います。 

 まちづくり課なのですが、せっかくまちづくり課として障害を持っている各施設を応援しよ

うということで、申し訳ないのですけれども、議員提案の話でここまで来ているのです。です

から、議員が言ったことは書かないでいいかということではないとは思うのですが、まちづく

り課というところだから、もう、どんな人でも、みんなでまちづくりをしましょうという意味

でも、行財政報告書にこういうのを書いていただければいいのかと思います。 

 もう一つ、６,２７６平米の烏山城跡の用地に当たる場所というか、そういうところに寄附

があったということで初めて自分で理解しましたが、やはり、皆さん、他の議員も烏山城跡の

利用をどうするのだということでやっておりますね。もし、そういうことがあったら、こんな

ことがありましたよと、どうせならば議会にも報告をいただければ、我々も、誰という名前も

出せないのでしょうけれども、ああ、烏山はいいところだなと改めて思うのです。いや、もら

ったよという話だけではなくて本当に感謝をすることを含めて、我々にも報告があればよかっ

たかと思います。 

 答弁は結構ですので、その辺のところを今後よろしくお願いをして終わります。 

○議長（青木敏久）  ここで暫時休憩いたします。 

 再開を１４時３５分とします。 

休憩 午後 ２時２１分 

 

再開 午後 ２時３５分 

○議長（青木敏久）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで先ほど行われました滝口貴史議員及び田島信二議員の質疑に関し、執行部より追加答

弁がございます。 

 小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  先ほど私のほうで滝口議員宛てに御説明させていただきました、

森林環境整備促進基金積立金の説明の中で、譲与基準についてなのですが、私有林の人工林面

積を５０％と申したところですが、５５％が正しくなってございます。 

 それと、林業就業者数が２０％、これは変わりございません。 

 人口割が３０％と御説明申し上げましたが、こちらは２５％が正しいということで訂正をお

願いしたいと思ってございます。 

 田島議員からいただいた追加の質問に対してなのですが、私が何を勘違いしたかあれなので
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すが、カワウの捕獲の上限羽数なのですが、こちらも全く上限はございません。何羽獲っても

いいというのが正解でございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  質疑はございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  それでは、既に通告しておきました１２点についてお伺いをいたし

ます。 

 まず、１点目なのですが、会計検査院が例年、多額の税金無駄遣いや不適切な予算執行を指

摘していることは、執行部の皆さんも御承知のとおりと思います。過日の新聞報道によります

と、令和７年度の検査では、無駄遣いとされる金額が６４８万円。不適切な予算執行が

２９４件あったと報じられております。 

 そこで、本市の予算執行をする中で、そのような例がなかったのでしょうか。御答弁は、私

ははじめは代表監査委員の方を考えておりましたが、当日は欠席しておりますことから、もう

会計検査の検査を受けた担当課長が何人かあるのではないかと思います。それと、代表監査委

員の代理で本日出席しております議会選出の小堀監査委員からも、何か所感がありましたら、

一言お願いを申し上げたいと思います。これがまず、１点目であります。 

 次、基金と公金の管理について申し上げます。近年は金利の変動が激しいことから、基金の

契約期間等には十分な調査が必要ではないかと思っています。 

 令和６年度の基金の利子、これは特別会計の基金を含めますと５０１万１,０００円ほど計

上されている中で、地域振興資金、これは別に記載されておりまして、これは有価証券の運用

に努めたと記載をされております。 

 金利が低いときには、長期間の契約をしては、近年のように金利が上がったときに含み損が

発生するのではないかと私は考えています。 

 本市の基金は約１２１億円ほど管理しているわけなのですが、その中で、含み損のようなも

のはなかったでしょうか。まず、このことについてお伺いをしたいと思います。 

 次に、財産に関する調書から２点ほどお伺いします。 

 そのうちのまず１点なのですが、基金の一覧を見ますと、その中に境財産区の基金、

９,６４７万２,０００円があるのですが、これは、この基金の一覧に含んでおりません。境財

産区は既に市が管理する特別会計でありますから、これもここに含むべきではないかと感じた

ところから質問をしたわけです。 

 次に、同じく財産に関する調書の中の３ページに、ここに市有林の立木数があります。

６,９４４立米ほどあると記載されておりますが、この中には既に伐採適期を迎えている木が
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相当あるのではないかと思います。これはどのぐらいあるのか、それと当面、市有林の木を伐

採して何かに使うというような考えがおありなのか。それと、もう１点なのですが、黒羽に分

収林があるのだそうですね。私はこれは分からなかったのです。５３ページにも書いてあるの

ですが、このことについて、説明をお願いしたいと思います。 

 ５点目の質問です。行財政報告書から、８点ほど質問申し上げます。 

 まず、そのうちの１点目なのですが、これは支出１款の議会から全部ずっと全てに関係する

のですが、この電子機器の導入による行政経費の削減になったところ、または職員の削減につ

ながったようなところがあるのでしょうか。 

 これは今年の６月に私はこのことについて質問をしましたが、明快な答弁がいただけなかっ

たのです。そのときに申したように、委託料、これは電算処理などかも含めまして、平成

２０年度は１億円だったのが令和７年度の予算では２億円になっています。すなわち倍なので

す。それに使用料、賃借料、この中には電算機の使用料も相当含んでいるわけなのですが、こ

れも平成２０年度では７,２００万円でしたのが令和７年度では３億２,６００万円になってい

ます。４.５倍にも増えているのです。これほど金額が増えている、では行政経費、別な面で

何か削減できたのか。職員が削減できたのかというと、どうもこの辺は増えるばかりで決して

減っていないと思うのですが、この辺のことについてお伺いをいたします。これが５点目の質

問です。 

 ６点目の質問を申し上げます。 

 同じく行財政報告書、行財政報告書を開きますと、そこに市のシンボルが写真つきで１面に

記載されております。 

 そのシンボルは御承知のとおり、市の木がケヤキ、市の花がコブシ、市の鳥がカラス、市の

魚は鮎と定めていながら、それぞれの育成保育などに何らの方策も取られていない、もうあっ

たものは切ってしまうというような状況で、あとの補植も何もしてない。 

 例えば今言ったのは、ケヤキやコブシです。カラスは、これは農政課長の先ほどの答弁にカ

ラスまで含めてあるかどうかちょっと記憶にないのですが、有害鳥獣駆除で１０数羽は駆除し

ています。これは前回も言ったような気がするのですが、本市のシンボルのカラスを有害鳥獣

駆除に含めていいものかどうか、どうも少々疑問を持つところであります。 

 鮎についても、全く市では予算計上し何らかの、釣り客を増やすとか、何かそんな方法は何

にも取っていないですよね。このシンボルについて、どのように認識されているかお伺いいた

します。 

 次に、２３ページです。ここに公共施設の用途廃止の表がありました。ここには１０か所が

記載されていますが、建物を解体した後、土地の有効利用、活用がされているのでしょうか。
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そのところをどう認識されているか、お伺いいたします。 

 ８点目を申し上げます。２５ページの関係なのですが、ここに広報お知らせ版についてであ

りますが、この配布方法です。自治会の加入率が本市でも年々減少しています。６３ページを

見ますと、令和６年度は６９.５％にまで下がりました。それに加えまして、新聞の購読者が

年々減少しておりますが、配布方法に改善点はないのでしょうか。 

 また、よその自治体でも、本市と同じような方法で配布されているのか、これについてお伺

いします。 

 ９点目を申し上げます。烏山線利用向上策についてです。 

 これは、職員も積極的に利用するようにと指示をされています。通勤も鳥山線を利用しろ、

出張も積極的に烏山線ということになっているのですが、私は、あまり無理強いはすべきでな

いと思っています。この辺のところは、程々にすべきではないかと思っているところでありま

す。 

 次に、１０点目を申し上げます。これは、１２０ページに地域包括支援センターの件があり

ますが、少し私はこれが分からないのです。それで、運営費はどのようなところから来ている

のか、その財源や職員の体制についてお伺いをしたいと思います。 

 次、１１点目を申し上げます。これは１３６ページなのですが、母子福祉、経済的支援の件

がここに載せてあります。 

 皆さんも新聞は新聞やテレビを見て気づいたかもしれませんが、夏休みになりますと子供た

ちは給食がないものですから、三食自宅で食べさせることに非常に苦労している、二食にして

いる家庭もあるというふうな報道を聞いて私はびっくりしているわけなのですが、そのように

三食もままならないような母子家庭等が本市内にあるのでしょうか、お伺いいたします。 

 最後、１２点目です。１４５ページにむし歯予防、フッ素化物塗布は、２２人の子供の実績

があるそうなのです。２２人は分かったのですが、果たしてこの塗布率、それとどうも２２人

では少ないような気がするのです。奨励策は何か取っているのでしょうか。 

 これはもう２年ぐらいの前の新聞に、別なのですが、那須烏山市の歯周病検査率は１.４％

で２５市町村で下から２番目と出ました。こんなことが私の記憶にあったものですから、この

塗布率も低いのではないかという感じで質問の１項目に加えたわけです。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  １番目の会計検査院の検査状況について御説明いたします。 

 令和６年度に新型コロナウイルス感染症対策対応地方創生臨時交付金、物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金、デジタル田園都市国家構想交付金に係る検査を受検しております。 



令和７年第４回９月定例会 第５日 

－274－ 

 その検査におきましては、補助金返還となるような指摘はありませんでした。 

 私からは以上です。 

○議長（青木敏久）  小堀道和監査委員。 

○監査委員（小堀道和）  今、総合政策課長から、こういう補助金を返還するような例はう

ちの市ではありませんでしたけれども、各課の監査を７月に全ての課を監査委員でやっており

まして、やはりその使い方、本当に議員が言うような無駄遣いや使い方について、財政的な問

題、これについては疑問が残るようなことは結構あります。 

 特に無駄という意味でいうと、なぜこれが必要なのかや、これは本当に効果があるのだろう

かというものに対して、課のほうの説明は、こうこうこんなことをやった、あんなことをやっ

たという、いや、あれもやった、これもやったということを長々と説明する、そういう文化な

のです。 

 そういうことで、今回はその辺も含めて、今回の意見書の中で、要は投資対効果をきちんと

評価するお金の使い方、こういう文化の醸成をぜひお願いしますと、僕は赤字で別途書いたの

ですけれども、普通と同じ字でしか見ていないのですけれども、それを意識して、やはり予算

を使うという文化をぜひつくってほしいなと思うのです。 

 そうすることによって、中山議員の説明のように、無駄や不正だというものに対して、どう

だというものに対して、これはもともとこういう計画で、これだけのお金を取って、それをや

ったがためにこれだけ効果がありましたと言えば、すごく明確になるし、職員に対してもよく

やったなという、褒めることが明確になるのです。というような文化をぜひつくってほしいと

いうことを代表監査委員とも話をしました。 

 そんなことで、各課長にも、ぜひそういう文化をつくってください。僕がここで言うのは変

なのですけれども、以上です。 

○議長（青木敏久）  髙田会計課長。 

○会計課長（髙田 勝）  基金と公金の管理についてです。 

 近年、金利の変動が大きいと、契約期間等に十分な調査が必要ではないかというところで、

基金を定期積立てする際は各金融機関に利率の見積りを取って行っています。期間は６か月と

１年で取っています。利率が有効な期間を採用しております。 

 次に、含み損の発生などはなかったかということなのですけれども、含み損は債権を売買し

ない限り発生いたしません。今のところ実質的な損益はございません。 

 ３つ目の地域振興基金の有価証券の運用に努めたとあるところなのですけれども、こちらに

ついては地域振興基金で、地方債を１億円ずつ、二口を購入しております。 

 以上です。 
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○議長（青木敏久）  平山総務課長。 

○総務課長（平山茂樹）  それでは、私のほうで項目の３番から７番まで５項目、お答えさ

せていただきます。 

 まず、初めに境財産区の基金、これが財産に関する調書に含まれていないのではないかとい

うことでございます。境財産区は、地方自治法で定められた特別地方公共団体、別法人という

ことで財産に関する調書を境財産区側に切り出して別に表示をしておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。 

 また、財政分析上も、地方公共団体の財政の健全化に関する法律というのがありまして、今

回の９月定例会初日にも財政健全化の報告を差し上げているところかと思いますが、そういっ

た健全化比率を算定する際の算定要領があるのですが、総務省では財産区に係る収支を自団体

が設置する会計で経理する場合であっても、その収支につきましては一般会計等の収支には含

めないでくださいということで、切り分けてくださいということでございますので、今回、一

連の中に同じように記載はしてないということでございますので、御理解いただければと思い

ます。 

 ２点目でございます。 

 市有山林の立木推定面積で伐採適期を迎えている立木数はということで御質問いただいてお

ります。申し訳ございません、本数としての管理は行ってないのですが、特に、市有林の中で

広葉樹と針葉樹とあるのですが、針葉樹のうち標準伐採期、これを杉であれば３５年から

５０年、ヒノキであれば４５年から６０年、松であれば３０年から４０年とした場合に、杉と

松については、もう全て伐採期を迎えております。ヒノキについては、７割ぐらいが伐採期を

迎えていると思っております。 

 それらを台帳上試算をしてみますと、３,３３６.４２立方メートルになりますので、全体の

４８％は、およそ半数近くはそういった伐採適齢を迎えているのかと考えております。 

 また、黒羽にある分収林というようなこともお話をいただきました。こちらにつきましては、

昭和６１年３月に国と分収林契約を結んでございます。当時は杉、ヒノキを０.５８ヘクター

ル植林したということでございます。当初の契約期間は３０年ということでありましたが、昭

和６１年の契約ですと既に過ぎているということで、それを延長してきた経過がございます。

令和６年度に分収林約６,０００本を売却したということで、９００万円弱の財産収入を収入

として入金してございます。 

 それと３つ目です。電子機器等の導入によっての経費や職員の削減効果でございます。 

 これにつきましては、６月の定例会におきましても中山議員から一般質問をいただいており

ます。昨今の市民ニーズの多様化ですとか、地方自治体が担うべき行政需要に対応していく、
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そのために電子機器の導入をはじめとする業務のデジタル化等を推進しているところでありま

す。 

 今後もこれらの需要は増加していくものと考えておりまして、そういった中で職員数を削減

していくのは現実的に難しいものと考えております。引き続き、デジタル技術を最大限に活用

しながら、効率的な行政運営を担っていくという考えでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 ４点目の市のシンボルについてでございます。 

 本市の木、花、鳥、魚については、平成１９年度に市内に在住、在勤、在学する方々から

１６３件の応募をいただきまして、その中から市の木、花、鳥、魚選定選考委員会での検討を

経まして、ケヤキ、コブシ、カラス、鮎と定めて、平成１９年１０月１日の合併２周年記念式

典で発表した経過がございます。 

 本市では平成２５年１月に３体のイメージキャラクター、ここなす姫、からすまる、やまど

んが誕生しておりますけれども、ここなす姫は市の鳥、カラスをモチーフに、市の花コブシの

髪飾りをつけ、やまどんにつきましてはコブシの花のちょんまげと、鮎のさやをつけたキャラ

クターということで、市の発信に活用してきた経過がございます。 

 引き続き効果的な活用ができるよう研究してまいりたいと思いますので、御理解いただけれ

ばと思います。 

 それと最後になります。公共施設廃止の後の土地の有効活用がなされているかということで

ございます。 

 行財政報告書の２３ページには、これまで、公共施設用途廃止の推移ということで一覧が載

ってございますけれども、公共施設を廃止した後の土地の有効活用につきましては、民間売却、

また貸付けなどを行っております。また、建物が残っている場合、市で倉庫等にも活用してい

る例もございます。 

 まだ、土地の有効活用が整っていないものにつきましては、現在そういった整理に向けて、

未利用地の活用に向けたガイドラインを策定しておりますので、それに基づき、今後の利活用

を検討していきたいと思っております。 

 以上となります。 

○議長（青木敏久）  執行部に申し上げます。答弁は簡潔に、明瞭に、端的にお願いいたし

ます。 

 小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  行財政報告書２５ページ、広報お知らせ版の配布方法につ

いて、お答えします。 
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 配布方法につきましては、全国的に自治会加入者や新聞購読者が減少していることから、本

市にとっても課題と考えておるところです。 

 他市の事例では、住宅のポストに直接投函するポスティングを導入しているようなところも

ありますが、配布人材やコスト面などで課題も多いと考えております。 

 そういったことから今後、配布方法についても調査研究してまいりますので、御理解願いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  行財政報告書３７ページ、烏山線利用向上に関する御質問

いただきましたので、お答えいたします。 

 市職員によるＪＲ烏山線の積極的な利用は、職員の意識向上及び市民の皆様に協力を求める

上での率先垂範として大変重要な行動でございます。 

 職員の居住地や勤務庁舎の都合で通勤利用が困難な場合には、休日のお出かけで御利用いた

だくなど、柔軟に呼びかけをしております。 

 また、実施後のアンケートで寄せられた意見なども踏まえ、改善を重ねてまいりました。出

張利用につきましても、出張先や時間帯によりＪＲ烏山線の利用が可能な場合について、自主

的に利用をいただいております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  続きまして行財政報告書１２０ページ、地域包括支援センター

運営費の財源でございますが、まず、地域包括支援センターからすやまの主な収入源は、市か

らの業務委託料としまして１,９９９万５,０００円と、ケアプランの作成等に係る介護報酬収

入として１,２９１万８,２００円となります。 

 次に、地域包括支援センターみなみなすの主な収入減は、市からの業務委託料として

１,７９０万円と、ケアプランの作成等に係る介護報酬収入として７４４万５,９８０円となっ

ております。 

 職員の配置でございますが、地域包括支援センターにつきましては、相談内容が多岐にわた

りまして、介護、認知、健康等いろいろな相談を受けているところでございますので、ケアマ

ネジャー、社会福祉士、看護師、認知症地域支援推進員の４職種を配置してございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  私からはこども課関連の質問２項目についてお答えいたします。 
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 まず、行財政報告書１３６ページ、母子福祉、経済的支援の中で、三食もままならない母子

家庭はあるのかということでございますが、相談を受けている家庭の中で三食ままならない、

例えば今日明日食べるものがないような、緊急性のあるような相談は今のところございません。 

 もし、そのような家庭があった場合は、健康福祉課生活福祉グループと連携しまして対応し

てまいりたいと思っております。 

 次に、行財政報告書１４５ページ、フッ化物塗布の塗布率と奨励策ということでお答えいた

したいと思います。 

 まず、令和６年度の塗布率ですが２２.７％になります。奨励策といたしましては、２歳児

相談の母子健康手帳を返却する際、個別で説明いたしまして、受診票をお渡ししております。 

 それで受診していない場合、２歳６か月児健診時に再度、勧奨を行っているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  再質問がいっぱいあるのですが、とにかく３分では無理なものです

から、再質問はよしとします。 

 それで、私は行財政報告書の作り方について、課長方に一つ申し上げたいと思うのです。各

課によって作り方が違いますね。それで行財政報告書を見て、議会議員が理解しやすいように

まずは記載していただきたいのです。それは各事業の実績、これは恐らくこの表で表している

のですよね。例えば、こども課では備考欄を作って、そこに細かく記載されているものですか

ら、この対象になったものはどういうものが対象になったか、対象者の要件とか、補助の要件、

補助金または負担金の額などもここに記載されているのです。ぜひこういった、こども課の方

法が一番いいかどうかは分かりませんが、もう少し各課で工夫して、議会議員が見て分かるよ

うにしてくれれば私らとしては、ありがたいと思ったわけであります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  令和６年度の那須烏山市の決算総括質疑、最後の議員となりました。

あらかじめ提出しておきました質疑内容に沿って質問してまいりたいと思いますので、答弁を

お願いいたします。 

 まず、一般会計の歳入、１ページ、市税の個人及び法人税の現年課税分、滞納繰越分の不納

欠損額、収入未済額の金額が出ていますが、内容について説明をお願いいたします。 

 また、同じく固定資産税でございますが、これも現年課税分滞納繰越分の不納欠損額、収入
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未済額の内訳について説明をお願いいたします。 

 また、軽自動車税、種別割、現年課税分、滞納繰越分、不納欠損、各収入未済額の内訳の説

明をお願いいたします。 

 歳入５ページ、土木使用料のうち、４の住宅使用料収入未済額の内訳の説明をお願いいたし

ます。 

 ７ページ、総務費国庫補助金のうち、総務管理費補助金の収入未済額の内訳について、説明

をお願いいたします。 

 同じく７ページの土木費、国庫補助金の道路橋梁費及び都市計画費、住宅補助金の収入未済

額の内訳についても説明をお願いいたします。 

 歳入の９から１０ページですが、県補助金、土木事業費補助金の収入未済額の内訳。 

 同じく、県補助金の土木費、住宅費補助金の収入未済額の内訳についても説明をお願いいた

します。 

 １４ページの雑入については質問を出しておいたのですが、収入未済額の内訳でございます

が、これは健康福祉課所管ということで、文教福祉常任委員会で質疑をしますので、割愛いた

します。 

 次に、事業会計。水道会計決算、１１ページでございますが、未収金、営業未収金、貸倒引

当金の内容についても説明をお願いいたします。 

 １７ページ、同じく水道会計でございますが、有収率の向上に向けた対策をどのように考え

ているか。令和６年度の状況を見ながら対策は考えていますか、説明をお願いいたします。 

 次に、事業会計のほうです、下水道会計決算書について質問いたします。 

 １１ページの、やはり未収金、営業未収金、その他の未収金、貸倒引当金等がありますが、

その内訳について、説明をお願いいたします。 

 今までずっと申し上げてきましたのは、不納欠損額、収入未済額等につきましては言葉で説

明を受けてもなかなか書き切れませんので、できれば一覧表で資料を提供いただければ幸いで

ございます。これは去年は、そういうふうにしていただきました。 

 最後でございますが、所管は文教福祉常任委員会なのですが、国民健康保険税、介護保険料、

後期高齢者医療については税務課で集計しているということでございますので、収入未済額、

不納欠損額、滞納分の内容についての一覧表を提供いただければありがたいのですが、そうい

うことでお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  今、平塚議員からありましたとおり、一般会計の市税、個人と法

人、固定資産税、軽自動車税、特別会計を一覧表にまとめてございますので、提出という形で
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よろしいでしょうか、（「はい」の声あり）お願いします。 

○議長（青木敏久）  菊池都市建設課長。 

○都市建設課長（菊池章夫）  それでは、私から４項目御説明いたします。 

 ５ページの土木使用料、住宅使用料の１１万８,１００円の収入未済につきましては、市営

住宅入居者の家賃未納による繰越しとなってございます。ただいま月々分納という形で納めて

いただいております。 

 次に、８ページの土木費国庫補助金、道路橋梁費、都市計画費、住宅費の収入未済につきま

しては、道路橋梁費補助金１,８１８万円に関しましては、社会資本整備総合交付金で実施し

ます道路整備費の繰越しになります。 

 次に、都市計画補助金５,６５８万７,０００円につきましては、社会資本整備総合交付金に

係る街路整備事業に係る繰越し２,１５８万７,０００円と、防災集団移転促進事業費に係る繰

越し３,５００万円を足した５,６５８万７,０００円の繰越しとなってございます。 

 それと、８ページの土木費国庫補助金、住宅費補助金の収入未済額につきましては、決算書

１０ページにある県補助金、林業費補助金及び、住宅費補助金と関連がありますので、併せて

御説明いたします。 

 まず８ページ、土木費国庫補助金の県補助金にある住宅費補助金は、民間住宅耐震改修に係

る補助金であります。こちらの事業につきましては、１件につき補助基準額１２５万円に対し

て、国庫補助率が５分の２で５０万円。県補助率が５分の１で２５万円となっております。令

和６年には、３件の申請がございましたが、年度内の事業完了が困難ということですので、繰

越しとなりました。 

 したがいまして、８ページの土木費国庫補助金、住宅費補助金は５０万円の３件で１５０万

円。 

 １０ページの県補助金、住宅費補助金は２５万円の３件で７５万円が収入未済額となってご

ざいます。 

 また、１０ページの林業費補助金の収入未済額となっております２０万円につきましては、

こちらの民間住宅耐震改修において、栃木県産材を１０立方メートル以上使用して耐震改修を

行った場合は、民間住宅耐震改修補助金に１０万円を加算できるものでございまして、県補助

率が１０分の１０で１０万円、ですから、令和６年度に申請があった３件のうち２件がこちら

を使用していますので、２０万円の収入未済となってございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  決算書７ページ、総務費国庫補助金についてお答えします。 
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 総務管理費補助金の収入未済額は６５万５,０００円となります。収入未済額につきまして

は、令和６年度非課税世帯に対する給付金の繰越しによるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  ただいま平塚議員からいただきました御質問について御説明

いたします。 

 まず、水道事業会計決算書１１ページの未収金、営業未収金貸倒引当金の内訳について御説

明いたします。 

 営業未収金、６３１万６,１１６円につきましては、令和６年度分が５０７万３,６４５円。

過年度分が１２４万２,４７１円でございます。 

 引当金につきましては、マイナス７９万４,４５０円になってございますが、内訳につきま

しては、一般債権分がマイナス１２万５,４５０円。破産更生債権分がマイナス６６万

９,０００円でございます。 

 次に、有収率の現状と向上に向けた対策についてでございます。有収率は昨年度から

２.１９ポイント下がりまして、５９.１７％となっております。向上策として、昨年度に衛星

画像解析による漏水調査を実施しまして、市内１２７か所に漏水の疑いがあるとの報告を受け

ました。今年度、その１２７か所について付近の配水管、給水管の現地調査を重点的に実施し

ております。８月末現在で昨年度報告を受けた１２７か所のうち、１２か所で漏水修繕を実施

したところでございます。 

 今後におきましても、引き続き有収率の向上に向けて危機意識を持って、漏水修繕対策を進

めてまいりたいと考えております。 

 続いて下水道事業会計決算書１１ページの未収金、営業未収金、その他未収金、貸倒引当金

の内訳について御説明いたします。 

 営業未収金７２万７,２１０円の内訳については、未収下水道使用料が６０万４,０１０円。

未収受益者負担金が１２万３,２００円でございます。 

 その他未収金３２６万３,８８７円については、消費税及び地方消費税の還付金でございま

す。 

 貸倒引当金マイナス１万６,０００円については、一般債権分で下水道の未納の使用料でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  大変ありがとうございました。 
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 それで今の１回目の質問で抜けてしまったのがあるのです。下水道会計なのですが、決算書

を見ますと水洗化率が去年は６０.６％だったものが、今年は５９.１％、１.５％下がってし

まったのです。それは水洗化の人口が１１０人減ったということなのです。 

 その関係で、これは恐らく、それぞれ烏山中央区、南那須処理区、興野地区と３つの下水道

関係があるのですが、それで全体として１１０人の下水道利用者が減ったという理解でよろし

いのでしょうか。 

 それで、全体として南那須処理区は水洗化率は８９.３％と、興野地区は８２.４％というこ

とでございまして、残念ながら烏山中央処理区は３７.３％と極めて低い状況なのです、非常

に上下水道課の皆さんは一生懸命、水洗化率向上のために推進はされていると思うのですが、

烏山中央処理区の水洗化率向上のために、さらに御努力いただきたいと思うのですが、どんな

ふうに努力されていますか。それだけです。 

○議長（青木敏久）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  ただいまの平塚議員からの御質問についてお答えいたします。 

 平塚議員からお話がありましたとおり、水洗化人口につきましては行政区域内人口の減少と

いうことで３処理区合わせて、昨年から比較しまして１１０人ほど減少してございます。 

 特に烏山処理区につきましては、下水道事業に平成６年度に着手しまして、平成１５年３月

に供用を開始しておりまして、下水道の整備時期が遅くなったことが原因の一つであると考え

ているところでございます。 

 対策としましては、職員が未接続世帯に対しまして戸別訪問等を行っております。昨年度は

約９０世帯を訪問しまして、接続へのお願いを行いました。 

 以上、このような形で今後においても粘り強く、接続率の向上に向けて県内市町の先進事例、

また有効な制度、そういったものの調査研究を進めまして、向上を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  よく分かりましたので、御努力を期待しまして、以上で質疑は終わ

ります。 

○議長（青木敏久）  質疑はほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木敏久）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（青木敏久）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま上程中の認定第１号から認定第８号までについては、所管の常任委員会に付託した

いと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木敏久）  異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号 令和６年度那須烏山市一般会計決算の認定についてから認定第８号 

令和６年度那須烏山市下水道事業会計決算の認定についてまでは、それぞれの所管の常任委員

会に付託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（青木敏久）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は、９月１７日水曜日、午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

［午後 ３時２２分散会］ 
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